
呉

虎

鼎

銘

考

釈

ー

西
周
後
期
、
宣
王
朝
の
実
像
を
求
め
て
ー

松

井

嘉

徳

呉虎鼎銘考釈

は
　

じ
　

め
　

に

　
呉
虎
鼎
は
、

一
九
九
二
年
、
陝
西
省
長
安
県
県
城
か
ら
約

ニ
キ

ロ
南
に
位
置
す

る
申
店
郷
徐
家
寨
村
の
南
で
発
見
さ
れ
た
。　
「
黒
河
引
水
」
作
業
中
に
ブ

ル
ド
ー

ザ
ー
に
よ

っ
て
掘
り
出
さ
れ
た
た
め
に
破
壊
さ
れ
、
そ
の
出
土
状
況
は
不
明
と
い

①う
。
現
在
は
長
安
県
文
化
館
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る

(
王
世
民

・
陳
公
柔

・
張
長
寿

〔
一
九
九
九
〕)
。

　
呉
虎
鼎
は
、
通
高
四

一
セ
ン
チ
、
重
さ
十
五

・
四
キ

ロ
、
立
耳
、
平
沿
、
半
球

形

の
深
腹
に
蹄
足
を
も

つ
青
銅
器
で
、

口
沿
下
に
は
菱
鳳
紋
に
変
形
し
た
竊
曲
紋

と

一
道
の
弦
紋
、
腹
底
三
足
の
間
に
は
三
組
二
道

の
弦
紋
が
施
さ
れ
て
い
る
。
口

沿
下
に
は
二
四
セ
ン
チ
の
断
裂
が
あ
り
、

さ
ら
に
蹄
足

一
本
が

は
ず

れ

て

い
た

が
、　

「早
年
」
に
鋳
掛
け
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
際

の

「銅
片
」
が
残
存
す
る
と
い

う
。
ま
た
、
鼎
底
に
は
分
厚
い
煤
が
付
着

し
て
お
り
、

こ
の
青
銅
器
が
か
つ
て
実

用
器
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
を

示
し
て
い
る
。

た
だ
し
、

そ
の
使
用
時

期
、
あ
る
い
は
蹄
足
が
鋳
掛
け
ら
れ
た
時
期
な
ど

に
つ
い
て
は
、
出
土
状
況
が
不

明
の
た
め
か
、
何

一
つ
判
断
が
示
さ
れ
て

い
な
い
。

　
呉
虎
鼎
の
型
式
学
的
断
代
に

つ
い
て

は
、

李
学
勤

〔
一
九
九
八
〕

が
毛
公
鼎

第1図

　
　
　
　
　
　
　

②

へ
二
八
四

一
・
皿
B
)
と
の
プ

ロ
ポ

ー
シ
ョ
ン
の
近
さ
を
指
摘
し
、
あ
わ

せ
て
、
口
沿
下
に
施
さ
れ
た
竊
曲
紋

が
伯
梁
其
盆

(
四
四
四
六
～
七

・
頭

B
)

や
驍
季

子
白
盤

(
一
〇

一
七

三
)
の
そ
れ
と
近
い
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。　
『
考
古
与
文
物
』
編
輯
部

〔
一
九
九
八
〕
の
座
談
参
加
者
も
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
指
摘
を
支
持
し
て
お
り
、
型
式
学

的
断
代
に
お
い
て
本
器
が
西
周
後
期

後
段
に
属
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
林
巳
奈
夫

〔
一
九
八
四
〕

の
型
式
分
類
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

従
え
ば
、
鼎
九
型
の
西
周
皿
A
～
B
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
の
話
な
ら
ば
、
西
周
後
期
後
段
の
青
銅
器
の
実
例
が

一
つ
増
え
た
だ

け
で
、　

『
考
古
与
文
物
』
誌
上
に
座
談
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
な
か

っ
た
で
あ
ろ

う
が
、

こ
の
呉
虎
鼎
の
運
命
は
、

一
九
九
七
年
に

一
六
四
文
字
の
銘
文
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
で

一
変

し
た
。
　
「十
又
八
年
十

又
三
月
既
生
覇
丙
戌
」

と
い
う
年

・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

月

・
月
相

・
干
支

の
四
要
素
を
具
え
た
紀
年

の
ほ
か
、
「周
康
宮
穉
宮
」
「刺
王
」
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窓史

と
い

っ
た
重
要
な
語
彙
を
含
む
銘
文

の
確
認
は
、
呉
虎
鼎
を
中
国
史
学
界

の
重
要

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

「
夏
商
周
断
代
工
程
」
西
周
期
部
門
の
花
形
青
銅
器
と
す
る
に
充

分
で
あ

っ
た
。　
『
考
古
与
文
物
』
誌
上

に
李
学
勤

〔
一
九
九
八
〕
や
座
談
を
含
む

い
く

つ
か
の
論
考
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
の
こ
と
で
あ
る
。

第

一
章
　
呉
虎
鼎
の
作
器
者

　
呉
虎
鼎
は
、
属
王
奔
麁
か
ら

「
共
和
」

の
混
乱

の
の
ち
、
周
王
朝
を
中
興
し
た

と
さ
れ
る
宣
王
の
在
位
十
八
年

の
紀
年
を
も
ち
、
青
銅
器
銘
編
年
を
支
え
る
標
準

器
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
呉
虎
鼎
銘
に
つ
い
て
の
関
心
は
、
何
よ

り
も
ま
ず
こ
の
点
に
集
中
し
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
論
ず

る
こ
と
と
し
、

こ
こ
第

一
章
で
は
、

こ
の
青
銅
器
の
作
器
者

「呉
虎
」
を
め
ぐ
る

問
題
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
呉
虎
鼎
銘
に
は
、
青
銅
器
銘
の
編
年
問
題
の
ほ

か
に
も
ま
だ
、
多
く
の
論
ず
ぺ
き
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
最
初
に
呉
虎
鼎
銘
全

文
を
示
す
が
、
印
刷
の
繁
雑
さ
を
避
け

る
た
め
に
、
銘
文
は
可
能
な
限
り
通
用
の

字
体
に
改
め
た
。

　
　
隹
十
又
八
年
十
又
三
月
既
生
覇
丙
戌
、
王
在
周
康
宮
穉
宮
、
道
入
右
呉
虎
、

　
　
王
命
膳
夫
豊
生

・
司
工
雍
毅
、
申
刺
王
命
、
取
呉
口
旧
疆
、
付
呉
虎
、
厥
北

　
　
疆
口
人
呆
疆
、
厥
東
疆
官
囚

圜
疆
、

厥
南
疆

畢
人
衆
疆
、

厥
西
疆
葬
姜
粟

　
　
疆
、

厥
倶
履
封
、
豊
生

・
雍
毅

・
伯
道

・
内
司
土
寺
匚幽
、
呉
虎
拝
稽
首
天

　
　
子
休
、
賓
圏
鯉
夫
豊
生
璋

・
馬
匹
、

賓
司
工
雍
毅
璋

・
馬
匹
、

賓
内
司
土
寺

　
　
栞
團

・
瑳
、
書
尹
友
守
史
、

迺
賓
史
責
韋
両
、

虎
拜
手
稽
首
、

敢
対
揚
天

　
　
子
丕
顕
魯
休
、
用
作
朕
皇
祖
考
庚
孟
尊
鼎
、
其
子
々
孫
々
、
永
宝
。

　
　
　

こ
れ
十
又
八
年
十
又
三
月
既
生
覇

丙
戌
、
王
　
周
の
康
宮
穉
宮
に
在
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
たす

　
　
　
道
入
り
て
呉
虎
を
右
く
。
王
　
膳
夫
豊
生

・
司
工
雍
毅
に
命
ず
、
刺
王
の

　
　
　
　
　
かさ

　
　
　
命
を
申
ね
、
呉
口
の
旧
彊
を
取
り
、
呉
虎
に
付
せ
、
と
。
そ
の
北
疆
は
口

　
　
　
人
と
も
に
疆
し
、
そ
の
東
疆
は
官
人
と
も
に
疆
し
、
そ
の
南
疆
は
畢
人
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
も

　
　
　
も
に
疆
し
、
そ
の
西
疆
は
葬
姜
と
も
に
疆
す
。
そ
の
倶
に
封
を
履
む
は
、

　
　
　
豊
生

・
雍
毅

・
伯
道

・
内
司
土
寺
栞
な
り
。
呉
虎
　
天
子
の
休
に
拝
稽
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

おく

　
　
　
し
、
膳
夫
豊
生
に
璋

・
馬
匹
を
賓
り
、
司
工
雍
毅

に
璋

・
馬
匹
を
賓
り
、

　
　
　
内
司
土
寺
栞
に
璧

・
竣
を
賓
る
。
書
す
る
は
尹
の
友
守
た
る
史
、
す
な
わ

　
　
　
ち
史
に
責
韋
両
を
賓
る
。
虎
拜
手
稽
首
し
、
敢
え
て
天
子
の
丕
顕
な
る
魯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

　
　
　
休
を
対
揚
し
、
も

っ
て
朕
が
皇
祖
考
庚
孟
の
尊
鼎
を
作
る
。
そ
れ
子
々
孫

　
　
　
々
ま
で
も
、
永
く
宝
と
せ
ん
。

　

「
王
　
膳
夫
豊
生

・
司
工
雍
毅
に
命
ず
、
剌
王
の
命
を
申
ね
、
呉
口
の
旧
疆
を

取
り
、
呉
虎
に
付
せ
、
と
」　
「虎
拜
手
稽
首
し
、
敢
え
て
天
子

の
丕
顕
な
る
魯
休

を
対
揚
し
」
と
い

っ
た
裘
現
か
ら
、
こ
の
青
銅
器
の
作
器
者
が
呉
虎

(
虎
)
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
青
銅
器
は
今
後
も
呉
虎
鼎
と
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の

第2図

な
の
で
は
あ
る
が
、

李

学

勤

〔
一
九

九

八
〕
は
、
こ
の
呉
虎

の

「呉
」

に

つ

い

て
、
こ
れ
を
疑
族
名

と
は
考
え
ず
に
、
官

名

の

「
虞
」、

す

な

わ
ち

『
周
礼
』
地
官

に
登
場
す
る
山
虞

・

沢
虞
と
い
っ
た
官
名

の

「
虞
」
に
読
も
う
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呉虎鼎銘考釈

と
す
る
。
李
氏
は
、
呉
虎
鼎
の
作
器
対
象

「
朕
が
皇
祖
考
庚
孟
」
に
つ
い
て
、

こ

れ
を
皇
祖

(
亡
祖
)
庚
孟
と
皇
考

(
亡
父
)
庚
孟
の
二
人
を
略
記
し
た
も
の
か
、

あ
る
い
は
皇
祖
考

(
亡
祖

・
亡
父
)
と
庚
孟

(虎
の
庶
長
兄
?
)
の
併
記
の
い
ず

れ
か
で
あ
ろ
う
と
し
、
そ
の
い
ず
れ
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
呉
虎
の
氏
族
名
は
庚

民
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て

い
る
。
李
氏
は
、
西
周
期
に
呉

(
虞
)
氏

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、
呉
虎
が
庚
氏
に
属
し
て
い
る
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥

呉
虎
の

「
呉
」
は
官
名
の

「
虞
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
た
し
か
に
李
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、　

「皇
祖
考
庚
孟
」
と
い
う
表
現
は
特
異

な
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
点
に
の
み
注
目
し
て
、
た
だ
ち
に
呉
虎
の
氏
族
名
を

庚
氏
と
す
る
こ
と
に
も
議
論

の
飛
躍
が
あ

る
。
た
と
え
、
呉
虎
の

「
呉
」
が
官
名

「虞
」
に
由
来
す
る
と
し
て
も
、
司
馬
氏

の
例
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
官
名
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦

氏
族
名
に
援
用
さ
れ
る
こ
と
は
起
こ
り
え
た
は
ず
で
あ
る
。
李
氏
の
議
論
は
、
呉

虎
の

「呉
」
が
氏
族
名
で
あ
り
え
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
は
じ
め
て
成
り

立
つ
議
論
で
あ
ろ
う
が
、
李
氏
に
そ
の
確
認
作
業
を
行

っ
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な

い
。

　
北
京

の
故
宮
博
物
院
に
二
器
、
上
海
博
物
館
に

一
器
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う

青
銅
器
に
呉
彪
父
籃

(
三
九
八
〇
～
二
)
が
あ
る
。
そ
の
銘
文
は
、

　
　
呉
髟
父
作
皇
祖
考
庚
孟
尊
籃
、
其
万
年
、
子
々
孫
々
、
永
宝
用
。

　
　
　
呉
衫
父

皇
祖
考
庚
孟
の
尊
籃
を
作

る
。

そ
れ

万
年
、

子
々
孫
々
ま
で

　
　
　
も
、
永
く
宝
用
せ
ん
。

と
い
う
簡
単
な
も
の
だ
が
、

こ
こ
に
作
器
対
象
と
し
て
呉
虎
鼎
銘
と
同
じ

「皇
祖

考
庚
孟
」
が
登
場
し
て
い
る
。
先
に
み
た
よ
う
に
、　

「皇
祖
考
庚
孟
」
と
い
う
表

現
は
特
異
な
も
の
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、
作
器
者

「呉
杉
父
」
は

「呉
虎
」
と
同

じ
く

「
呉
」
を
冠
し
た
称
謂
で
あ
る
。
青
銅
器
の
器
影
を
確
認

し

え
な

い
が
、

第3図

『
殷
周
金
文
集
成
』
の
判
断
を
尊
重

す
れ
ば
、
西
周
後
期

の
も

の
と
な

る
。
　
筆
者
は
さ
き
に
、
松
井

〔
二
〇
〇

二
〕
の
第
皿
部
第

一
章

「西
周
の
氏

族
制
L
第
二
節

「称
謂
の
ヴ

ァ
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、

一
九
六
〇
年
に
陝

西
省
扶
風
県
召
陳
村
の
西
周
期
窖
蔵
か
ら
出
土
し
た
散
氏
関
係
器
に
み
え
る
称
謂

を
検
討
し
、
そ
こ
に
、

　
　
散
伯
車
父
H
伯
車
父
巨
散
車
父
11
散
氏
車
父

と
い

っ
た
称
謂
の
ヴ

ァ
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
さ
ら

に
、
こ
の
称
謂
の
ヴ

ァ
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
を
兮
甲
盤
銘

(
一
〇

一
七
四

・
皿
B
)
に

登
場
す
る

「
兮
伯
吉
父
」　
「兮
甲
」
に
適
用
す
れ
ば
、

　
　
兮
伯
吉
父
凵
伯
吉
父
目
兮
吉
父
"
吉
父

(膳
夫
吉
父
)
H
兮
甲

と
い
う
称
謂
の
ヴ

ァ
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

対
応
す
る
青
銅
器
銘
が

存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
た

(
一
七
八
～
八
三
頁
)
。
い

ま
、
作
器
対
象

「皇
祖
考
庚
孟
」
を
共
有
し
、
さ
ら
に
年
代
的
に
も
矛
盾
し
な
い

呉
髟
父
籃
の

「呉
髟
父
」
と
呉
虎
鼎
の

「呉
虎
」
を
、
こ
の
兮
伯
吉
父
の
ヴ

ァ
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
に
従

っ
て
配
置
す
れ
ば
、
伯
仲
叔
季
孟
の
排
行
を
確
認
す
る
手
立
て

は
な
い
も
の
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈹
　
　
　
　
　
　
　
　
　⑧

　
　
呉

〔排
行
〕
髟
父
口

〔排
行
〕
髟
父
口
呉
形
父
口
髟
父

(呉
髟
父
)
目
呉
虎

と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
二
つ
の
称
謂
を
そ
の
ヴ

ァ
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
の
な
か
に
配
置

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
兮
伯
吉
父
の
事
例
か
ら
考
え
て
、
傍
線
㈹
は
呉
氏
の
彪
父

を
意
味
し
、
傍
線
⑧
は
呉

(
虞
)
と
い
う
官
名
を
帯
び
る
髟
父
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

こ
の
段
階
で
は
、
い
ま
だ
呉
彪
父
の

「
呉
」
を
氏
族
名
と
す
る
か
官
名
と
す
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る
か
の
判
断
を
く
だ
す
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
呉
髟
父
と
い
う
称
謂
が
用
い
ら
れ

る
呉
形
父
籃
銘
が
そ
の

「
皇
祖
考
庚
孟
」

に
対
す
る
作
器
に
の
み
言
及
す
る
短
銘

で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　

か
つ
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
西
周
王
朝

の
秩
序
は
、
周
王
と
受
命
者
と
の
間
に

発
生
す
る
個
人
の

「
名
」
を
媒
介
と
し
た
職
事
命
令

(
「行
政
し
)
の
秩
序
と
、
排

行
を
と
も
な
う
称
謂
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
る
琉
族
制
の
秩
序
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ

て
い
た
。
こ
の
二
つ
の
秩
序
は
、
周
王
と
の
か
か
わ
り
を
明
記
し
よ
う
と
す
る
長

文
の
青
銅
器
銘
と
、

一
族
内
で
の
祭
祀
を
も

っ
ば
ら
念
頭
に
お
い
た
短
文
の
青
銅

器
銘
と
い
う
、
タ
イ
プ

の
異
な
る
二
種
類
の
青
銅
器
銘
を
生
み
出
し
て
い
た
の
で

あ
る

(松
井

〔
二
〇
〇

二
〕

二
〇

二
頁
)
。

一
六
四
文
字
か
ら
な
る
呉
虎
鼎
銘
は
、

「
王
　
周
の
康
宮
穉
宮
に
在
り
。
道
入

り
て
呉
虎
を
右
く
」
と
い
っ
た
記
述
が
示

し
て
い
る
よ
う
に
、

公
的
な
儀
礼
を
記

録

し

た
長
文
の
青
銅
器
銘
に
属
し
て
お

り
、
呉
虎
の

「虎
」
は
彼
の

「名
」
で
あ

っ
た
と
判
断
で
き
る
。

一
方

の
呉
髟
父

籃
銘
は
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、

一
族
内
で
の
祭
祀
を
念
頭
に
お
い
た
短
文

の
青

銅
器
銘
で
あ
り
、

そ
こ
に
記
さ
れ
た
呉
髟
父
と
い
う
称
謂
は
、

松
井

〔
二
〇
〇

二
〕
第
皿
部
第

一
章
に
示
し
た

「某
某
父
」
表

(
一
八
四
頁
)

の
號
碩
父
や
驍
宮

父
に
類
す
る
称
謂
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

呉
杉
父
の

「
呉
」
、

さ
ら
に
は
呉

虎
の

「呉
し
は
、
號
碩
父
や
號
宮
父
の

コ
號
」
と
同
様
に
氏
族
名

と
考

え
て

よ

く
、
こ
れ
を
敢
え
て
官
名
の

「呉

(
虞
)
」
に
読
む
必
要

は
な

い
と
判
断

し

た

⑱
゜
、　
李
氏
は
西
周
期
に
呉

(
虞
)
氏
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
そ
の

証
と
し
て
師
酉
籃

(
四
二
八
八
～
九

一
・
皿
B
)
と
同
籃

(
四
二
七
〇
～

一
)

の

　
　
　
　
　
　
　
⑨

二
銘
を
挙
げ

て
い
た
。
師
酉
籃
銘
の

「
王
在
呉
、
格
呉
大
廟

(
王
　
呉
に
在
り
。

呉
の
大
廟
に
格

る
)
」
は
、

経
巡
る
周
王
の
所
在
地
の

一
つ
に
呉
、

さ
ら
に

「呉

の
大
廟
L
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
は
い
る
が
、
こ
れ
を
も

っ
て
た
だ
ち
に
呉
氏

の
存
在
を
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
方
の
同
籃
銘

　
　
隹
十
又
二
月
初
吉
丁
丑
、
王
在
宗
周
、
格
于
大
廟
、
栄
伯
右
同
、
位
中
廷
、

　
　
北
嚮
、
王
命
同
、
左
右
呉
大
父
、
司
場

・
林

・
呉

(
虞
)
・
牧
。

　
　
　

こ
れ
十
又
二
月
初
吉
丁
丑
、
王
　
宗
周
に
在
り
。
大
廟
に
格

る
。
栄
伯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た　
す

　
　
　
同
を
右
け
、
中
廷
に
位
し
、
北
嚮
す
。
王
　
同
に
命
ず
、
呉
大
父
を
左
右

　
　
　
け
、
場

・
林

。
虞

・
牧
を
司
れ
、
…
…
と
。

に
登
場
す
る
呉
大
父
は
、

呉
髟
父
と
同
じ
く

「呉
某
父
」

の
称
謂
に
属
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

り
、
呉
氏
の
構
成
員
で
あ

っ
た
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
西
周
中
期
頃

の
人

物
で
あ

っ
た
呉
大
父
は
、
同
籃
銘
に

「呉
大
父
を
左
右
け
、
場

・
林

・
虞

・
牧
を

司
れ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
　
「虞
」
職
に
か
か
わ
り
を
も

っ
て
お
り
、
そ
の
氏
族
名

「
呉
」
は
、

あ
る
い
は
官
名

の

「呉

(虞
)」

に
由
来
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
呉
」
を
冠
す
る
名
に
は
、
ほ
か
に
呉
師
や
呉
姫
と
い
っ
た
称
謂
も
知
ら
れ
て
い

る
が
、
呉
氏
、
さ
ら
に
は
地
名
と
し
て
の
呉
と
の
関
係
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

　

⑪

な
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
呉
虎
鼎
の
作
器
者
に
つ
い
て
の
李
学
勤

〔
一
九
九
八
〕
の

説

に
は
従
い
え
な
い
と
考
え
る
が
、
李
氏
が
こ
だ
わ

っ
た

「皇
祖
考
庚
孟
」
と
い

う
表
現
に
は
、
や
は
り
依
然
と
し
て
検
討
す
べ
き
問
題
が
残

っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
以
下
に
し
ば
ら
く
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
林
巳
奈
夫

〔
一
九
八
三
〕
に
従
え
ば
、　
「皇
祖
考
」
と
い
う
語
彙
が
登
場
す
る

の
は
西
周
後
期

へ
西
周
狙
期
)
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
単
伯
昊
生
鐘

銘

「
単
伯
昊
生
日
、
丕
顕
皇
祖

・
刺
考
、
逑
匹
先
王
、
爵
勤
大
命
、
余
小
子
肇
帥

型
朕
皇
祖
考
懿
徳
、
用
保
奠

(
単
伯
昊
生

曰
く
、
丕
顕
な
る
皇
祖

・
刺
考
は
、
先

王
を
逑
匹
し
、
大
命
に
爵
勤
せ
り
。
余
小
子
は
こ
こ
に
朕
が
皇
祖
考
の
懿
徳
に
帥
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型
し
、

も

っ
て
保
奠
せ
り
)」
　
(
八
二
)

で
は
、　

「皇
祖

・
剌
考
」

と
併
記
さ
れ

た
祖
先
が
、
文
章
の
後
段
で

「皇
祖
考
」
と

一
括
さ
れ
て
い
る
。
皇
祖
考
と
は
亡

父
を
含
む
二
人
以
上
の
祖
先
を

一
括
し
て
表
現
す
る
語
彙
で
あ
り
、

一
人
の
人
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑫

を
指
し
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ほ
ぼ
唯

一
の

例
外
と
な
る
可
能
性
を
も

つ
銘
文
に
仲
再
父
籃
銘
が
あ
り
、
そ
の
第

一
器

へ
四

一

八
八
)
に
は
、

　
　
仲
再
父
宰
南
申
厥
辞
作
其
皇
祖
考
穉
王
監
伯
尊
籃
、

用
享

用
孝
、

用
賜
眉

　
　
寿
、
純
祐
康
勵
、
万
年
無
疆
、
子

々
孫
々
、
永
宝
用
享
。

　
　
　
仲
再
父
大
宰
南
申
厥
辞
　
そ
の
皇
祖
考
穉

(
夷
)
王
監
伯

の
尊

籃

を
作

　
　
　
る
。
も

っ
て
享
し
も

っ
て
孝
し
、
も

っ
て
眉
寿
、
純
祐
康
勵
、
万
年
無
疆

　
　
　
を
賜
ら
ん
こ
と
を
。
子
々
孫
々
ま
で
も
、
永
く
宝
用
し
享
せ
ん
。

の
よ
う
に
、
作
器
対
象
と
し
て

「
皇
祖
考
夷
王
監
伯
」
と
い
う
名
が
記
さ
れ
て
い

⑬る
。
仲
苒
父
籃
は
河
南
省
南
陽
近
郊
か
ら
出
土
し
た
申
国
関
係
器
で
あ
り

(
崔
慶

明

〔
一
九
八
四
〕、
張
暁
軍

・
尹
俊
敏

〔
一
九
九
二
〕)
、
作
器
対
象
が
そ
の

「
祖
」

夷
王
と

「考
」
監
伯
の
二
人
だ
と
は
考

え
づ
ら
く
、　

「
夷
王
の
監
伯
し
と
で
も
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑭

む
べ
き
人
物
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
仲
幾
父
籃
銘

「伸
幾
父
使

幾
使
于
諸
侯

・
諸
監

(
仲
幾
父
　
幾
を
し
て
諸
侯

・
諸
監
に
使
い
せ
し
む
)」
(
三

九
五
四
)
が
明
記
す
る
よ
う
に
、　

「
監
」
は

「
侯
」
と
併
記
し
う
る

一
種
の
称
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑮

で
あ
り
、
周
初

「三
監
」
の

「
監
」

に
連
な
る
称
号
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、
仲
冓
父
籃
第

二
器

(
四

一
八
九
)
銘
で
は
作
器
者
の
名

が

「南
申
伯
大
宰
仲
再
父
厥
辞
」
と
記
さ
れ
、
銘
文

の
混
乱
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
青
銅
器
銘
作
成
者
あ
る
い
は
製
作
工
房

の
拙
劣
さ
が
感
じ
ら
れ
、
本
来

は

「皇
祖
夷
王
監
伯
」
あ
る
い
は

「
皇
考
夷
王
監
伯
」
と
記
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、

「皇
祖
考
」
と
い
う
語
彙
に
引
き
ず
ら
れ
て

「皇
祖
考
夷
王
監
伯
」
と
記
し
て
し

ま

っ
た
、
と
い
う
可
能
性
を
考
え
て
お
い
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
呉
虎
鼎
銘
そ
し
て
呉
形
父
籃
銘
の

「皇
祖
考
庚
孟
」
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う

な
事
態
を
想
定
し
て
よ
い
は
ず
で
あ
り
、
こ
れ
を
敢
え
て
李
学
勤

〔
一
九
九
八
〕

の
よ
う
に

「
祖
」
庚
孟
と

「考
」
庚
孟
の
二
名
の
併
記

(
そ
し
て
そ
の
省
略
)
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑯

理
解
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
こ
れ
を

「
皇
祖
考

・
庚
孟
」

と
い
っ
た
作
器
対
象
の
併
記
、
あ
る
い
は

「皇
祖
庚
孟
」
　
「皇
考
庚
孟
」

の
誤
記

と
読
ん
だ
と
し
て
も
、
こ
の

「庚
孟
」
は
、
周
乎
由
銘

「
隹
口
月
既
生
覇
乙
亥
、

周
乎
鋳
旅
宝
彝
、
用
享
于
文
考
庚
仲
、
…
…

(
こ
れ
口
月
既
生
覇
乙
亥
、
周
乎

　
　
　
　
つく

旅
宝
彝
を
鋳
り
、
も

っ
て
文
考
庚
仲
を
享
し
、
…
…
)
」
(五
四
〇
六

・
豆
B
～
皿

A
)
の

「
文
考
庚
仲
」

と
同
様
に
、　

「
庚

〔排
行
〕
」

と
い
う
形
式
を
と

っ
た
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑰

者
の
称
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
の

作
器
対
象
の
表
記
の
み
を
判
断
材
料
と
し
て
、

一
気
に
所
属
氏
族
の
問
題
を
議
論

す
る
こ
と
に
は
、
抵
抗
を
覚
え
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
章
　
呉
虎
鼎
銘
に
記
録
さ
れ
た
土
地
賜
与

　
呉
虎
鼎
作
器
の
契
機
と
な

っ
た
の
は
、
周
王
の
命
に
よ
る
呉
虎

へ
の
土
地
賜
与

で
あ

っ
た
。
周
王
か
ら
の
恩
寵
と
し
て
土
地
の
賜
与
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
大
克
鼎

銘

(
二
八
三
六

・
皿
B
)
を
は
じ
め
と
す
る
複
数
の
青
銅
器
銘
が
証
言
し
て
い
る

が
、
呉
虎
鼎
銘
は
、
土
地
賜
与
に
か
か
わ
る

一
連
の
手
続
き
が
詳
細
に
記
載
さ
れ

て
い
る
点
で
重
要
で
あ
る
。
第

一
章
冒
頭
に
示
し
た
銘
文
の
う
ち
、
土
地
の
賜
与

に
関
係
す
る
部
分
を
手
続
き
ご
と
に
分
け
て
示
そ
う
。

　
　
①

こ
れ
十
又
八
年
十
又
三
月
既
生
覇
丙
戌
、
王
　
周
の
康
宮
穉
宮
に
在
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
たす

　
　
　
道
入
り
て
呉
虎
を
右
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
かさ

　
　
②
王
　
膳
夫
豊
生

・
司
工
雍
毅
に
命
ず
、
刺
王
の
命
を
申
ね
、
呉
口
の
旧
疆
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を
取
り
、
呉
虎
に
付
せ
、
と
。

　
　
③
そ
の
北
疆
は
口
人
と
も
に
疆
し
、
そ
の
東
疆
は
官
人
と
も
に
疆
し
、
そ
の

　
　
　
南
疆
は
畢
人
と
も
に
疆
し
、
そ

の
西
疆
は
糞
姜
と
も
に
疆
す
。

　
　
　
　
　
とも

　
　
④
そ
の
倶
に
封
を
履
む
は
、
豊
生

・
雍
毅

・
伯
道

・
内
司
土
寺
栞
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
おく

　
　
⑤
呉
虎
　
天
子
の
休
に
拝
稽
首
し
、
膳
夫
豊
生
に
璋

・
馬
匹
を
賓
り
、
司
工

　
　
　
雍
毅
に
璋

・
馬
匹
を
賓
り
、
内
司
土
寺
素
に
璧

・
瑳
を
賓
る
。

　
　
⑥
書
す
る
は
尹
の
友
守
た
る
史
、
す
な
わ
ち
史
に
賁
韋
両
を
賓
る
。

　
呉
虎
鼎
銘
①
②
は
、
土
地
賜
与
に
か
か
わ
る
儀
礼
お
よ
び
執
行
命
令
。
王
の
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑱

位
十
八
年
十
三
月
既
生
覇
丙
戌
の
日
、
道

(
伯
道
)
に
導
か
れ
て
周
の
康
宮
穉
宮

に
参
内
し
た
呉
虎
に
土
地
の
賜
与
が
告
げ
ら
れ
、
膳
夫
豊
生

・
司
工
雍
毅
に
対
し

て
土
地
賜
与
の
執
行
命
令
が

く
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
類
す
る
手
続
き

は
、
大
籃
銘

(
四
二
九
八
～
九

・
皿
B
)

　
　
隹
十
又
二
年
三
月
既
生
覇
丁
亥
、

王
在
盪
振
宮
、
王
呼
呉
師
、
召
大
、
賜
趨

　
　
蹼
里
、
王
命
膳
夫
豕
、

日
遡
蹼
日
、
余
既
賜
大
乃
里
、
蹼
賓
豕
璋

・
帛
束
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑲

　
　
蹼
命
豕
日
天
子
、
余
弗
敢
吝
、
豕
以
蹼
履
大
賜
里
、
大
賓
豕
害
璋

・
馬
両
、

　
　
賓
醗
害
璋

・
帛
束
、
大
拝
稽
首
、
敢
対
揚
天
子
丕
顕
休
、
用
作
朕
皇
考
剰
伯

　
　
尊
籃
、
其
子
々
孫
々
、
永
宝
用
。

　
　

④

　
　
　
こ
れ
十
又
二
年
三
月
既
生
覇
丁
亥
、
王
　

盪
仮
宮
に
在
り
。
王
　
呉
師
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紛

　
　
　
呼
び
、
大
を
召
さ
し
め
、
遡
蹼

の
里
を
賜
う
。
王
　
膳
夫
豕
に
命
じ
、
趨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
んじ

　
　
　
蹼
に
日
わ
し
め
て
曰
く
、
余
既

に
大
に
乃
が
里
を
賜
え
り
、
と
。
醗
　
豕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
おく

　
　
　
に
璋

・
帛
束
を
賓
る
。
蹼
　
豕

に
命
じ
て
天
子
に
日
わ
し
む
、
余
敢
え
て

　
　
　
お
し　
　
　
　
　

甸
　
　
　
　
　
とも
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

吝
ま
ず
、
と
。
豕
は
膜
と
以
に
大
の
賜
わ
り
し
里
を
履
む
。
大
　
豕
に
害

璋

・
馬
両
を
賓
り
、
蹼
に
害
璋

・
帛
東
を
賓
る
。
大
拜
稽
首
し
、
敢
え
て

天
子
の
丕
顕
な
る
休
を
対

揚

し
、

も

っ
て
朕
が
皇
考
刺
伯
の
尊
籃
を
作

　
　
　
る
。
そ
れ
子
々
孫
々
ま
で
も
、
永
く
宝
用
せ
ん
。

に
も
記
録
さ
れ
て
お
り
、
盪
仮
宮
に
お
け
る
㈲

「
王
　
呉
師
を
呼
び
、
大
を
召
さ

し
め
、
趨
蹼
の
里
を
賜
う
」
と
の
儀
礼
が
、
呉
虎
鼎
銘
①

に
相
当
す
る
も
の
と
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

え
ら
れ
る
。
大
籃
銘
傍
線
ω
は
、
土
地
の
旧

「領
有
者
」
で
あ
る
趨
朕
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

なん
じ

王
命
の
伝
達

(
「余
既
に
大
に
乃
が
里
を
賜
え
り
」
)
と
、
そ
の
王
命
を
了
承
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

おし

旨
の
返
答

(
「余
敢
え
て
吝
ま
ず
」)
か
ら
な
り
、
そ
の
間
に
王
命
を
伝
達
し
た
膳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

夫
豕
に
対
す
る
趨
蹼
か
ら
の
贈
与
の
記
事
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
呉
虎
鼎
銘
②

に

相
当
す
る
部
分
で
は
あ
る
が
、

こ
こ
に
は
旧

「領
有
者
」

へ
の
王
命

の
伝
達
が
記

録
さ
れ
て
お
り
、
呉
虎
鼎
銘
②
と
は
い
さ
さ
か
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
呉
虎
鼎
銘

に
も

「呉
口
の
旧
疆
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
賜
与
さ
れ
る
土
地
の
旧

「領
有
者
」

は
意
識
さ
れ
て
い
る
が
、
旧

「領
有
者
」

へ
の
王
命
伝
達
を
示
唆
す
る
記
述
は
な

い
。
明
確
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
呉
口
が
す
で
に
死
亡
し
て
お
り
土
地
と
の

関
係
が
絶
た
れ
て
い
た
か
、
も
し
く
は
、
賜
与
さ
れ
る
土
地
が
こ
の
段
階
で
周
王

の
直
接
的
な
領
有
下
に
入

っ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
西
周
中
期

の
永
盂
銘

(
一
〇
三
二
二

・
矼
)
も
師
永

(永
)

へ
の
土
地
の
賜
与

を
記
録
し
て
い
る
が
、
呉
虎
鼎
銘

・
大
籃
銘
と
は
異
な
り
、
土
地
賜
与
に
か
か
わ

る
儀
礼
が
挙
行
さ
れ
た
場
所
に
は
言
及
し
な
い
。

　
　
隹
十
又
二
年
初
吉
丁
卯
、
益
公
内
、
即
命
于
天
子
、
公
迺
出
厥
命
、
賜
昇
師

　
　
永
厥
田
陰
陽
洛
、

疆
粟
師
俗
父
田
、

厥
粟
公
出
厥
命
、
井
伯

・
栄
伯

・
尹

　
　
氏

・
師
俗
父

・
遣
仲
、
公
迺
命
鄭
司
土
薗
父

・
周
人
司
工
眉

・
亜
史
師
氏
邑

　
　
人
奎
父

・
畢
人
師
同
、
付
永
厥
田
、
厥
率
旧
、
厥
疆
宋
句
、
永
拝
稽
首
、
対

　
　
揚
天
子
休
命
、
永
用
作
朕
文
考
乙
伯
尊
盂
、
永
、
其
万
年
、
孫
々
子
々
、
永

　
　
其
率
宝
用
。

　
　

カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
=
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こ
れ
十
又
二
年
初
吉
丁
卯
、
益
公
内
り
て
、
命

に
天
子
に
即
く
。
公
す
な



わ

ち
そ

の
命

を

出

だ

し
、

　

　

　

　

　

お
よ
　
　
ω

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た
　
ま

師

永

に
そ

の
田

を
陰

陽

洛

に
賜

昇

う

。

疆

は
師

呉虎鼎銘考釈

俗

父

の
田

に
粟

ぶ

。

そ

の
公

と

そ

の
命

を

出

だ

せ

し

は
、

井

伯

・
栄

伯

・

尹
氏

・
師
俗
父

・
遣
仲
な
り
。
公
す
な
わ
ち
鄭
司
土
薗
父

・
周
人

司

工

眉

・
亜
史
師
氏
た
る
邑
人
奎
父

・
畢
人
師
同

に
命
じ
て
、
永
に
そ
の
田
を

　
　
　
付
せ
し
む
。
そ
の
率
い
る
は
旧
、

そ
の
疆
す
る
は
宋
句
な
り
。
永
拜
稽
首

　
　
　
し
、

天
子

の
休
命
を
対
揚
す
。

永
も

っ
て
朕
が

文
考
乙
伯
の
尊
盂
を
作

　
　
　
る
。
永
よ
、
其
れ
万
年
、
孫
々
子
々
ま
で
も
、
永
く
そ
れ
率
い
て
宝
用
せ

　
　
　
ん
。

　
傍
線
σう
ω
に
は
、
益
公
を
筆
頭
と
す

る

「執
政
団
」　
(井
伯

・
栄
伯

・
尹
氏

・

師
俗
父

・
遣
仲
)
が
王
命
を
取
り
次
ぐ
次
第
が
記
録

さ

れ

て
い

る
。
呉
虎
鼎
銘

①

・
大
籃
銘
傍
線
㈲

に
相
当
す
る
が
、

周
王
へ
の
言
及
は
間
接
的
な
も
の
と
な

っ

て
い
る
。

　
永
盂
銘
傍
線
⑰
は
、
公

(
益
公
)

に
よ
る
土
地
賜
与
の
執
行
命
令
。
実
際
の
土

地
賜
与
を
担
当
す
る
鄭
司
土
薗
父

・
周
人
司
工
眉

・
亜
史
師
氏
邑
人
奎
父

・
畢
人

師
同
と
い
う
人
名
が
列
挙

さ
れ

て

い

る
。
呉
虎
鼎
銘
②
に
相
当
す
る
部
分
で
あ

り
、
両
者
と
も
に

「呉
虎
に
付
せ
」
　
「
永
に
そ
の
田
を
付
せ
し
む
」
と
い
っ
た
執

行
命
令
を
と
も
な

っ
て
い
る
。
李
学
勤

〔
一
九
九
八
〕
は
、
呉
虎
鼎
銘
②
に
登
場

す
る
膳
夫
豊
生

・
司
工
雍
毅
を
王
官
と

は
み
な
さ
ず
、
賜
与
さ
れ
る
土
地
に
属
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㊧

る
官
と
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
土
地
賜
与
の
手
続
き
か
ら
考
え
て
、
膳
夫
豊

生

・
司
工
雍
毅

の
役
割
は
永
盂
銘
の
鄭
司
土
藺
父

・
周
人
司
工
眉
以
下
の
人
物
に

相
当
す
る
は
ず
で
あ
る
。
鄭
司
土

・
周
人
司
工
に
つ
い
て
筆
者
は
さ
き
に
、
鄭

に

職
掌
を
限
定
さ
れ
た
司
土
、
周
人
に
職
掌
を
限
定
さ
れ
た
司
工
と
の
解
釈
を
示
し

た
が

(松
井

〔
二
〇
〇
二
〕
七
八
～
八

一
頁
)
、

そ
れ
と
同
様
に
、

呉
虎
鼎
銘
②

の
膳
夫
豊
生

・
司
工
雍
毅
も
や
は
り
王
官
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
呉
虎
鼎
銘
③

「そ
の
北
疆
は
口
人
と
も
に
彊
し
、
そ
の
東
彊
は
官
人
と
も
に
疆

し
、
そ
の
南
疆
は
畢
人
と
も
に
疆
し
、
そ
の
西
疆
は
糞
姜
と
も
に
疆
す

(
厥
北
疆

口
人
粟
彊
、
厥
東
疆
官
人
粟
疆
、
厥
南
疆
畢
人
呆
疆
、
厥
西
疆
糞
姜
粟
疆
)」
は
、

賜
与
さ
れ
た
土
地
の
境
界
設
定
を
記
録
す
る
。
北

・
東

・
南

・
西
の
順
で
土
地
の

境
界
を
確
定
す
る
手
続
き
は
、
属

(邦
君
属
)
か
ら
裘
衛

(衛
)

へ
の
土
地
移
譲

を
記
録
し
た
五
祀
衛
鼎
銘

(
二
八
三
二

・
豆
B
)
に
も
記
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ

に
は
、

　
　

(井
伯

・
伯
邑
父

・
定
伯

・
黥
伯

・
伯
俗
父
)
迺
命
参
有
司

"
司
土
邑
人

　
　
逋

・
司
馬
類
人
邦

・
司
工
附
矩
、
内
史
友
寺
芻
、
帥
履
裘
衛
属
田
四
田
、
迺

　
　
舎
寓
于
厥
邑
、
厥
逆
疆
呆
属
田
、
厥
東
疆
粟
散
田
、
厥
南
疆
呆
散
田
粟
政
父

　
　
田
、
厥
西
彊
呆
属
田
。

　
　
　

(
井
伯

・
伯
邑
父

・
定
伯

・
黥
伯

・
伯
俗
父
)
す
な
わ
ち
参
有
司

"
司
土

　
　
　
邑
人
逋

・
司
馬
顕
人
邦

・
司
工
附
矩
、
内
史
の
友
た
る
寺
芻
に
命
じ
、
帥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あた

　
　
　

い
て

裘
衛
の
属

の
田
四
田
を
履
ま
し
む
。
す
な
わ
ち
寓
を
そ
の
邑
に
舎

　
　
　
　
　
　
　
き
た　
　　
　　
　　
　　
　　
　お
よ

　
　
　
う
。
そ
の
逆
疆
は
属

の
田
に
粟
び
、
そ
の
東
疆
は
散
の
田
に
粟
び
、
そ
の

　
　
　
南
疆
は
散
の
田
と
政
父
の
田
に
粟
び
、
そ
の
西
彊
は
属
の
田
に
粟
ぶ
。

の
よ
う
に
、
や
は
り
北

・
東

・
南

・
西
の
時
計
回
り
に
境
界
を
接
す
る

「田
」
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
呉
虎
鼎
銘
の

「厥
北
疆
口
人
粟
彊
」
と
い

っ
た

表
現
は
五
祀
衛
鼎
銘
の

「厥
逆
彊
罘
属
田
」
に
近
く
、
李
学
勤

〔
一
九
九
八
〕
の

よ
う
に

「粟
」
字
を

「
お
よ
ぶ
」
と
訓
ず
る
解
釈
が
あ
る
の
も
故
な
し
と
は
し
な

　

㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
およ

い
が
、　

「
そ
の
北
疆
は
、
口
人
　
疆
に
粟
ぶ
」
と
い
う
訓
読
に
は
や
は
り
無
理
が

あ
る
。
　
「呆
し
字
は
五
祀
衛
鼎
銘
後
段

　
　
邦
君
属
粟
付
裘
衛
田
、
属
叔
子
夙
、
属
有
司
申
季

・
慶
癸

・
幽
表

・
荊
人

　
　
敢

・
井
人
倡
犀
。
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窓史

　
　
　
　
　
　
　
と
も

　
　
　
邦
君
属
が
粟
に
裘
衛
に
田
を
付
す
は
、
属
の
叔
子
夙
、
属
の
有
司
申
季

・

　
　
　
慶
癸

・
幽
表

・
荊
人
敢

・
井
人
倡
犀
な
り
。

の
よ
う
に

「
と
も
に
」
と
訓
じ
、　
「疆
し
字
は
永
孟
銘
傍
線
㊥

「
厥
率
旧
、
厥
疆

　
　
　
　
　
ひき

宋
句

(
そ
の
率

い
る
は
旧
、

そ
の
疆
す

る
は
宋
句
)」

の
よ
う
に
動
詞
に
読
む
べ

　
　
　
　

⑳

き
で
あ
ろ
う
。
呉
虎
に
賜
与
さ
れ
た
土
地
と
口
人

・
官
人

・
畢
人

・
糞
姜
と
の
関

係
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
呉
虎
鼎
銘
③
は
、
北

・
東

・
南

・
西
の
境
界
設
定

に

口
人

・
官
人

・
畢
人

・
糞
姜
が
加
わ

っ
た
と
い
う
事
実

の
み
を
記
録
し
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　

㊧

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
とも

　
呉
虎
鼎
銘
④

「
そ
の
倶
に
封
を
履
む

は
、
豊
生

・
雍
毅

・
伯
道

・
内
司
土
寺
栞

な
り
」
は
、
呉
虎
に
賜
与
さ
れ
た
土
地

の
境
界
確
認
を
い
う
。　
「封
」
は
散
氏
盤

銘

「
眉
、
自
瀋
、
渉
以
南
、
至
于
大
沽

一
封
、
以
陟

二
封

(
眉
は
、
瀋
よ
り
し
、

渉
り
て
以
て
南
し
、
大
沽
に
至
り
て

一
封
す
。
以
て
陟
り
て
二
封
し
)」
(
一
〇

一

七
六

・
∬
)
の

「
一
封
」
　
「
二
封
」

の
よ
う
に
、
土
地
の
境
界
線
上
に
築
か
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

と
も

境
界
標
識
を
指
し
て
い
る
。
大
籃
銘
傍
線
ω

「
豕
は
蹼
と
以

に
大
の
賜
わ
り
し
里

を
履
む
」
で
王
官

の
膳
夫
豕
が
土
地
を

「履
」
ん
で
い
る
の
と
同
様
に
、
呉
虎
鼎

銘
④
に
お
い
て
も
、
①

に
登
場
す
る
伯
道

(道
)
な
ら
び
に
②
に
登
場
す
る

(
膳

夫
)
豊
生

・
(
司
工
)

雍
毅
が
土
地
を

「履
」

ん
で
い
る
。　
「内
司
土
」
は
永
孟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

銘
の

「鄭
司
土
」

に
近

い
表
記
で
あ
り
、
内
司
土
寺
栞
も
や
は
り
王
官
の

一
人
と

考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
こ
の
内
司
土
寺
栞
と
い
う
人
名
が
呉
虎
鼎
銘
④

で
初
め
て
銘
文
に
登
場
す
る
以

上
、
呉
虎
鼎
銘
⑤

「呉
虎
　
天
子
の
休

に
拝
稽
首
し
、
膳
夫
豊
生
に
璋

・
馬
匹
を

お
く賓
り
、
司
工
雍
毅
に
璋

・
馬
匹
を
賓
り
、
内
司
土
寺
栞
に
璧

・
瑳
を
賓
る
し
に
記

録
さ
れ
た
贈
与
は
、
④
の
境
界
確
認
を
承
け
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
同

様
の
贈
与
は
、
大
籃
銘
傍
線
④

「大

豕
に
害
璋

・
馬
両
を
賓
り
、
蹼

に
害
璋

・

畠
束
を
賓
る
」
に
も
み
え
て
い
た
が
、

こ
の
贈
与
も
ま
た
そ
れ
に
先
立

つ
傍
線
ω

　
　
　
　
　
とも

「豕
は
蹼
と
以
に
大
の
賜
わ
り
し
里
を
履
む
」
を
承
け
た
贈
与
で
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　
　

⑳

な
い
だ
ろ
う
。

　
呉
虎
鼎
銘
⑥

「書
す
る
は
尹
の
友
守
た
る
史
、

す
な
わ
ち
史
に
責
韋
両

を
賓

る
し
は
、
史
に
よ
る
土
地
賜
与

の
記
録
と
、
そ
れ
に
対
す
る
贈
与
。　
「友
守
」

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
き

語
は
、

大
鼎
銘

「大
以
厥
友
守

(
大
　
そ
の
友
守
を
以
う
)」
　
(
二
八
〇
三

・
皿

A
)

に
み
え
て
お
り
、
師
農
鼎
銘

「鄭
人
膳
夫

・
官
守
友
」
　
(
二
八

一
七
)

の

「官
守
友
」

も
そ
れ
に
類
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
頌
鼎

(籃

・
壷
)
銘
に

「
尹
氏
授
王
命
書
、
王
呼
史
號
生
、
冊
命
頌

(
尹
氏
　
王
に
命
書
を
授
く
。
王

史
驍
生
を
呼
び
、

頌
に
冊
命
せ
し
む
)
」
　
(
二
八
二
七
～
九
、

四
三
三
二
～
九
、

九
七
三

一
～
二

・
皿
B
)
と
あ
る
よ
う
に
、
尹

(
尹
氏
)
や
史
は
命
書
な
ど
の
文

書
を
取
り
扱
う
官
で
あ
る
。
呉
虎
鼎
銘
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
記
録
官
は
土
地
の
賜
与

に
か
か
わ
る
記
録
を
も
担
当
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
散
氏
盤
銘

「厥
左
執
繧
、
史

正
仲
農

(
そ
の
繧
を
左
執
せ
し
は
、

史
正
た
る
仲
農
な
り
)
」
は
、

史
官
が
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

移
譲
の
確
認
に
も
か
か
わ

っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　
以
上
、
呉
虎
鼎
銘
に
記
録
さ
れ
た
土
地
賜
与

の
手
続
き
を
確
認
し
て
き
た
。
か

つ
て
松
井

〔
一
九
八
四
〕
で
西
周
期

の
土
地
移
譲
の
手
続
き
を
考
察
し
、
そ
の
一

覧
表
を
作
成
し
た
が
、
今
回
の
新
た
な
知
見

に
基
づ
い
て
表
を
補
訂
し
た
い
。
表

の
右
三
銘
は
周
王
か
ら
の
土
地
賜
与

の
手
続
き
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
案
件
に

あ
ず
か

っ
た
王
官
が
土
地
境
界
の
確
認

に
ま
で
か
か
わ

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

点
が
重
要
で
あ
る
。
周
王
か
ら
の
職
掌
指
示
は
具
体
的
か
つ
個
別
的
で
あ
り
、
指

示
を
受
け
た
人
物
は
、
そ
の
任
務
を
ま

っ
と
う
す
る
義
務
を
負

っ
て
い
た
の
で
あ

⑳る
。
か
つ
て
西
周
期
の

「司
」
職

の
検
討
を
通
じ
て
、
西
周
期
の

「行
政
」
が
具

体
的
か
つ
個
別
的
な
職
掌
の
集
積
と
し
て
立
ち
現
れ
る
こ
と
を
示
し
た
が

(
松
井
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呉虎鼎銘考釈

呉

虎

鼎

大

籃

皿

B

永

孟
　
H

五
祀
衛
鼎
H
B

九
年
衛
鼎
I
B

三
年
裘
衛
霊
頂

散

氏
盤

H

棚
生
籃
碾
A

賜
与
儀
礼

隹
十
又
八
年
十
又
三
月

既
生
覇
丙
戌
、
王
在
周

康
宮
穉
宮
、
道
内
右
呉

虎隹
十
又
二
年
三
月
既
生
覇
丁

亥
、
王
在
盤
倣
宮
、
王
呼
呉

師
、
召
大
、
賜
趨
醗
黒

隹
十
又
二
年
初
吉
丁
卵
、

益
公
内
、
即
命
子
天
子
、

公
迺
出
厥
命
、
賜
昇
師
永

厥
田
陰
陽
洛
、
…
…
厥
蒙

公
出
厥
命
、
井
伯

・
栄
伯

・
笋
氏

・
師
俗
父

・
遣
仲

執
行
命
令

王
命
膳
夫
豊
生

・
司

工
雍
毅
、
申
刺
王
命
、

取
呉
口
旧
疆
、
付
呉

虎

王
命
伝
達

王
命
膳
美
豕
、
日
趨
膜
日
、
余
既
賜
大
乃
里
、

隈
賓
豕
璋

・島
束
、
醗
命
豕
日
天
子
、
余
弗
敢

吝公
迺
命
鄭
司
土
罍
父

・
周
人
司
工
層

・
亜

史
師
氏
邑
人
奎
父

・

畢
人
師
同
、
付
永

厥

田井
伯

・伯
邑
父

・定
伯

・黥
伯

・
伯
俗
父
…
…

迺
命
参
有
司
冖
司
土
邑

人
逋

・
司
馬
類
人
邦

・

司
工
附
矩
、
内
史
友
寺

芻
、
帥
履
裘
衛
薦
田
四

田
、
迺
舎
寓
于
厥
邑

矩
邇
淡
濠
鄰
、
命
寿

商
蒙
啻
日
、
講
履
付

裘
衛
林
替
里
、
叡
、

厥
隹
顔
林

伯
畠
父

・
栄
伯

・
定
伯

・
葱
伯

・
単
伯
迺
命
参

有
司

冖
司
土
微
琶

・
罵

馬
単
旗

・
司
工
邑
人
服

境
　
　
界

疆
冢
師
俗
父
田

厥
逆
疆
泉
属
田
、
厥
束

疆
衆
散
田
、
厥
南
疆
泉

散
田
㎜氷
政
父
田
、
厥
西

疆
蒙
鷹
田

票
受
圏
幽

・趙

境
界
設
定

厥
北
疆
口
人
累
疆
、
厥

東
疆
官
人
票
疆
、
厥

南
疆
畢
人
罘
疆
、
厥

西
疆
糞
姜
窪
疆

境
界
の
確
認

厥
倶
履
封
、
豊
生

・

雍
毅

・
伯
道

・
内
司

土
寺
栞

豕
以
蹼
履
大
賜
里

厥
率
旧
、
厥
疆
宋
句

邦
君
属
冢
付
裘
衛
田
、

属
叔
子
夙
、
属
有
司

申
季

・
慶
癸

・
瞳
表

・
病
人
敢

・
井
人
倡

犀則

乃
成
傘
四
牽
、
顔

小
子
具
恵
牽

、
寿
商

口

眉

、
自

瀋
、
渉
以
南

、
至
子
大
沽

　
封
、
以
陟

二
封

、
…
…
。
眉
井

邑
田
、
自
根

木
道
、
左
至

子
井

邑
封
道
、
以
東

　
封
、
還
以

西

一
封
、
陟

剛
三
封
…
…

格
伯
履
、殴
妊
及
口
入
、

従
格
伯
、按
及
甸
、
殷

人
紡
零
谷
杜
木
原
谷

詠
桑
、渉
東
門

○○○

矢
人
有
司
眉
旬
鮮

・
且

・
微

・
武
父

・
西
宮
襄
、

豆
人
虞
石

・
粂

貞

・
師

氏
右
省
、
小
門
人
鯀

、

原
人
虞
葬

・
淮

・
司
工

虎
孝

・
龠
豊
父
、
唯

人

有
司
鶏

・
写
、
凡
十
有

五
夫
、
正
眉
矢
舎
散
田

境
界
確
認

へ
の
贈
与

呉
虎
拝
稽
首
天
子
休
、
賓

膳
夫
豊
生
璋

・
馬
匹
、
賓

司
工
雍
毅
璋

・
馬
匹
、
賓

内
司
土
寺
葉
壁

・
玻

大
賓
豕
害
璋
・馬
両
、

賓
醗
害
璋

・帛
束

○○

舎
飽
買
梯
羝
皮
二
・
選
皮

二

・
口
商
篤
皮
二
・
朏
帛

金

}
鈑
、
厥
虞
喜
皮
二
、

舎
濠
虎
雹

・
髪
蟻

宀

薗
、

東
臣
羔
裘
・
顔
下
皮
二

○

受
領
側
の
儀
礼

衛
小
子
者
其
饗
鯛

蒙
受
、
衛
小
子
家
逆
、

者
其
籾
、
衛
臣
口
朏

衛
小
子
耗
逆
、
者
其

饗司
土
逆
寅

、
司
馬
策

星
、
親
人
司
工
鯨
君
、

宰
徳
父
、
散
人
小
子

眉
甸
戎

・
微
父

・
效

果
父
、
襄

之
有
司
稾

・
州
姦

・
攸
従
高
、

凡
散
有
司
十
央

記
　
　
録

書
尹
友
守
史
、
迺
賓

史
賁
韋
両

厥
左
執
繧
、
史
正
仲

農厥
書
史
截
武
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窓史

〔
二
〇
〇
二
〕

一
五
四
頁
)
、

周
王
か
ら

の
土
地
賜
与
に
あ
ず
か
る
人
物

の
行
動

も
ま
た
、
そ
の

「
行
政
」
の
一
部
を
構
成
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
以
上
の

こ
と
か
ら
、
永
孟
銘
に
記
録
さ
れ
た
土
地
の
賜
与
に
あ
た

っ
て
も
、
永
盂
銘
傍
線

⑰

「公
す
な
わ
ち
鄭
司
土
藺
父

・
周
人
司
工
属

・
亜
史
師
氏
た
る
邑
人
奎
父

・
畢

人
師
同
に
命
じ
て
、
永
に
そ
の
田
を
付

せ
し
む
」
に
土
地
賜
与
に
あ
ず
か
る
王
官

が
列
挙
さ
れ
て
い
る
以
上
、
彼
ら
が
最
終
段
階
で
境
界
の
確
認
を
お
こ
な
い
、
永

か
ら
の
贈
与
を
受
け
て
い
た
で
あ
ろ
う

こ
と
が
推
定
で
き
る
。
ま
た
表
の
左
五
器

は
周
王
か
ら
の
土
地
賜
与
の
案
件
で
は
な
い
が
、
五
祀
衛
鼎
銘
と
三
年
裘
衛
盃
銘

(
九
四
五
六

・
皿
)
の
執
行
命
令
の
欄

に
は
参
有
司
と
い

っ
た
王
官
の
関
与
が
記

録
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
も
ま
た
、
土
地
移
譲
の
最
終
段
階
に
お
い
て
、
土
地
の
境

界
確
認
を
お
こ
な

っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

第
三
章
　
呉
虎
鼎
の
断
代
ー
宣
王
期
青
銅
器
群
の
抽
出

　
呉
虎
鼎
が
学
界
の
注
目
を
集
め
、
青
銅
器
銘
編
年
を
支
え
る
標
準
器
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
そ
の
銘
文

に

「十
又
八
年
十
又
三
月
既
生
覇
丙
戌
」

と
い
う
年

・
月

・
月
相

・
干
支

の
四
要
素
を
具
え
た
紀
年
が
記
さ
れ
、

か
つ

「
周

康
宮
穉
宮
」
　
「
刺
王
」
と
い
っ
た
重
要

な
語
彙
を
含
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
土
地
賜
与
の
儀
礼
が
執
り
行
わ
れ
た

「
周
康
宮
穉
宮
」
の
名
は
、
此
鼎

(籃
)

銘

(
二
八
二

一
～
三
、
四
三
〇
三
～

一
〇

・
皿
A
)
な
ら
び
に
成
鐘
銘

(
陳
佩
芬

〔
二
〇
〇
〇
〕
)

に
も
み
え
て
お
り
、

さ
ら
に
鬲
従
鼎

(
籃
)
銘

(
二
八
二
八
、

四
二
七
八

・
皿
B
)

に
は

「周
康
宮
穉
大
室
」
、
害
籃
銘

(
四
二
五
八
)

に
は

「
犀
宮
」
と
い
う
語
彙
が
み
え
て
い
る
。
か
つ
て
唐
蘭

〔
一
九
六
二
〕
は
、

こ
の

「
周
康
宮
穉
大
室
し　
「
犀
宮
し

に
つ
い
て
、
こ
れ
を
康
宮
に
付
属
す
る
夷
王
の
宗

廟
と
考
え
、
鬲
従
鼎

(
鬲
攸
从
鼎
)
を
夷
王
の
子
で
あ
る
属
王
期
の
青
銅
器
と
判

　
　

⑳

断
し
た
。
唐
氏
は
同
時
に
、
康
宮
に
付
属
す
る
他
の
宗
廟

に
も
言
及
し
て
お
り
、

克
鐘
銘

(
二
〇
四
～
八

・
皿
)
に
み
え
る

「
周
康
刺
宮
」
の

「刺
宮
」
を
属
王
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

宗
廟
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
呉
虎
鼎
銘
の
出
現
は
、　

「
周
康
宮
穉
宮
」
の
事
例
が

さ
ら
に

一
つ
増
え
た
こ
と
を
意
味
し
た
が
、
同
時
に
、　

「申
刺
王
命

(
刺
王
の
命

　
かさ

を
申
ね
)」

の

「剌
王
」
が
属
王
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で

あ

っ
た
。
属
王
の
命
を
か
さ
ね
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
属
王
よ
り
後
の
周
王
で

な
け
れ
ば

な
ら
ず
、

か
つ
在
位
年
数
が
十
八
年
を
超
え
る
の
は
宣
王
だ
け
で
あ

⑯る
。
呉
虎
鼎
は
宣
王
在
位
十
八
年
十
三
月
の
紀
年
を
も
つ
宣
王
期
標
準
器
と
し
て

の
地
位
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、　
「
刺
王
」

の
問
題
、
さ
ら
に
は
宣
王
期
暦
譜
の
問
題
は
、

二

〇
〇
三
年

一
月
十
九
日
に
陝
西
省
眉
県
楊
家
村
の
窖
蔵
か
ら
発
見
さ
れ
た
呉
速
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

係
器
の
出
現
に
よ

っ
て
全
く
新
し
い
段
階
に
入
る

こ
と

に
な
る
。
径

一
・
六
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

一
・
八
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

一
・
一
メ
ー
ト
ル
の
窖
穴
か
ら
発
見
さ
れ
た
計
二
七
件

の
青
銅
器

(
鼎
十
二

・
鬲
九

・
方
壷
二

・
盤

一
・
盃

一
・
匝

一
・
盂

一
)
に
は
す

べ
て
銘
文
が
具
わ

っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
四
十
二
年
逕
鼎

(
二
件
)
・
四
十
三
年
速

鼎

(
一
〇
件
)
・
速
盤
と
名
づ
け
ら
れ
た
青
銅
器
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
二
八

一
字

・

三

一
六
字

・
三
七
三
字
と
い
う
西
周
期
屈
指
の
長
銘
が
鋳
込
ま
れ
て
い
た

(李
学

勤

〔
二
〇
〇
三
〕
)。
こ
れ
ら
の
青
銅
器
銘
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
稿
を
改
め
て
論

ず
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
本
稿

で
必
要
な
事
柄

の

み
に
限

っ
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
ず

「
剰
王
し
に
つ
い
て
は
、
速
盤
銘
に
歴
代
周
王
の

一
人
と
し
て
そ
の
名
が

記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
　
速
日
、
丕
顕
朕
皇
高
祖
単
公
、
桓
々
克
明
哲
厥
徳
、
爽
召
文
王

・
武
王
、
撻

　
　
殷
、
膺
受
天
魯
命
、
匍
有
四
方
、
並
宅
厥
勤
疆
土
、
用
配
上
帝
。
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呉虎鼎銘考釈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ

　
　
　
逑

曰
く
、
丕
顕
な
る
朕
が
皇
高
祖
単
公
、
桓
々
と
し
て
よ
く
そ
の
徳
を
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
のつ

　
　
　
哲

に
し
、
文
王

・
武
王
を
夾
召
し
、
殷
を
撻
ち
、
天
の
魯
命
を
膺
受
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
四
方
を
匍
有
せ
り
。
な
ら
び
に
そ
の
勤
め
た
ま
え
る
彊
土
に
宅
り
て
、
も

　
　
　

っ
て
上
帝
に
配
さ
る
。

と
の
書
き
出
し
で
始
ま
る
逑
盤
銘
は
、
以
下
、
速
の
皇
高
祖
公
叔

・
皇
高
祖
新
室

仲

・
皇
高
祖
恵
仲
蠡
父

・
皇
高
祖
零
伯

・
皇
亜
祖
懿
仲

・
皇
考
共
叔
が
歴
代

の
周

王

"
成
王
、
康
王
、
昭
王

・
穆
王
、
共

王

∴
懿
王
、

考
王

(
孝
王
)
・
穉
王
、

刺

王
に
忠
勤
を
励
ん
だ
こ
と
を
回
顧
し
、
次
い
で
、
そ
れ
ら
祖
先
の
事
績
を
引
き
継

い
だ
速
が

「
天
子
」

よ
り
恩
寵
を
賜

っ
た
こ
と
を

記
録
し
て
い
る
。
史
牆
盤
銘

(
一
〇

一
七
五

・
H
)

を
彷
彿
さ
せ
る

速
盤
銘
に
記
録
さ
れ
た
歴
代
周
王
の
名

は
、　
『
史
記
』

周
本
紀
を
は
じ
め
と
し
た
文
献
史
料
と

一
致
し
て

お
り

(王
輝

〔
二
〇
〇
三
〕
な
ど
)
、　
「穉
王
」
は
夷
王
、　
「刺
王
」

は
属
王
、

そ
し
て
速
が

仕
え
た

「
天
子
」
は
宣
王
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
逕
盤
と
同
出
の
四
十
二
年
逑
鼎
と
四
十
三
年
速
鼎
は
、

と
も
に
年

・
月

・
月

相

・
干
支
の
四
要
素
を
具
え
た
紀
年
を
も

っ
て
い
る
。
四
十
二
年
逑
鼎
銘
は
、

　
　
隹
四
十
又
二
年
五
月
既
生
覇
乙
卯
、
王
在
周
康
穆
宮
、
旦
、
王
格
大
室
、
即

　
　
位
、
司
工
散
右
呉
速
、
入
門
、
位
中
廷
、
北
嚮
、
尹
氏
授
王
釐
書
、
王
呼
史

　
　
滅
、
冊
釐
速
、
王
若
日
、
…
…
。

　
　
　
こ
れ
四
十
又
二
年
五
月
既
生
覇

乙
卯
、
王
　
周
の
康
穆
宮
に
在
り
。
旦
、

　
　
　
王
　
大
室
に
格
り
、
位
に
即
く
。
司
工
散

呉
速
を
右
け
、
門
に
入
り
、

　
　
　
中
廷
に
位
し
、

北
嚮
す
。

尹
氏
　

王
に
釐
書
を
授
く
。

王
　

史
滅
を
呼

　
　
　
び
、
逑

に
冊
釐
せ
し
む
。
王
若
く
曰
く
、
…
…
。

と
、
周
康
穆
宮
に
お
け
る
冊
命
儀
礼
の
次
第
を
記
録
し
、

一
方

の
四
十
三
年
速
鼎

銘
は
、

　
　
隹
四
十
又
三
年
六
月
既
生
覇
丁
亥
、
王
在
周
康
宮
穆
宮
、
旦
、
王
格
周
廟
、

　
　
即
位
、
司
馬
寿
右
呉
速
、
入
門
、
位
中
廷
、
北
嚮
、
史
減
授
王
命
書
、
王
呼

　
　
尹
氏
、
冊
命
逑
、
王
若
日
、
…
…
。

　
　
　

こ
れ

四
十
又
三
年
六
月
既
生
覇
丁
亥
、

王
　

周
の
康
宮
穆
宮
に
在
り
。

　
　
　

旦
、
王
　
周
廟
に
格
り
、
位
に
即
く
。
司
馬
寿

呉
速
を
右
け
、
門
に
入

　
　
　
り
、
中
廷
に
位
し
、
北
嚮
す
。
史
減
　
王
に
命
書
を
授
く
。
王
　
尹
氏
を

　
　
　
呼
び
、
速
に
冊
命
せ
し
む
。
王
若
く
曰
く
、
…
…
。

の
よ
う
に
、
そ
の
翌
年
六
月
の
周
康
宮
穆
宮
に
お
け
る
儀
礼
を
記
録
し
て
い
る
。

四
十
二
年

・
四
十
三
年
と
い
う
在
位
年
数
を
想
定
し
う
る
の
は
、
西
周
中
期
の
穆

王
を
除
け
ば
、
宣
王
の
み
で
あ
り
、
な
お
か
つ
両
銘
に
は

「
周
康
宮
穆
宮

(周
康

穆
宮
)
」
　
「
史
減
」

と
い

っ
た
共
通
の
語
彙
が
み
い
だ
せ
る
。
宣
王
期
暦
譜
の
復

元
研
究

の
最
重
要
史
料
と
な
る
ぺ
き
銘
文

の
発
見
で
あ

っ
た
。

　
宣
王
期
暦
譜
の
復
元
研
究
は
、　

「王
三
十
又
三
年
」　
「
正
月
既
生
覇
戊
午
」
な

ど
の
紀
年
を
も
つ
晋
侯
蘇
鐘
銘
の
発
見
を

一
つ
の
契
機
と
し
て
活
況
を
呈
し
は
じ

め
た
。
次
い
で
、

呉
虎
鼎
銘

「十
又
八
年
十
又
三
月
既
生
覇
丙
戌
」
、

さ
ら
に
四

十
二
年
速
鼎

・
四
十
三
年
速
鼎
銘
の
出
現
を
迎
え
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
史
料
の

増
加
は
直
ち
に
暦
譜
復
元
の
完
成
を
約
束
す
る
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
従
来
の
復

元
案

の
あ
や
う
さ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
宣
王
期
暦
譜
復

元
に
か
か
わ
る
議
論
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、

そ
の
な
か
で
と
り
わ
け

重
要
で
あ

り
、

か
つ
深
刻
な
問
題
は
、

文
献
史
料
で
遡
り
う
る
最
古
の
年
代
で
あ
る

「共

和
」

の
取
り
扱
い
を
含
め
た
宣
王
在
位
年

の
確
定
で
あ
る
。
属
王
奔
麁
を
承
け
、

前
八
四

一
年
に
始
ま
り
前
八
二
七
年
ま
で
続

い
た
と
さ
れ
る

「共
和
」
の
時
代
が

独
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
宣
王
の
在
位
年
数
に
含
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

か
と
い
う
可
能
性
が
議
論
さ
れ
は
じ
め
て
お
り
、
場
合

に
よ

っ
て
は
、
従
来
の
伝
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窓史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㊨

統
的
な
編
年
観
を
根
底
か
ら
覆
す
議
論

に
な
り
か
ね
な
い
。　
『
考
古
与
文
物
』
編

集
部

〔
二
〇
〇
三
〕
の
座
談
に
参
加
し
た
王
占
奎
が
告
白
し
て
い
る
よ
う
に
、
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑫

段
階
で
暦
譜
の
復
元
を
行
う
こ
と
は
時
期
尚
早
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

西
周
期
の
暦
譜
を
復
元
し
、
青
銅
器
銘
の
紀
年
を
そ
れ
に
当
て
は
め
て
実
年
代

を
得
よ
う
と
す
る
研
究
方
法
は
、
今
後
と
も
継
続
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
ろ
う

が
、
同
時
に
そ
れ
は
、
右
に
み
た
よ
う

に
多
く
の
問
題
を
含
む
方
法
で
も
あ
る
。

宣
王
期
の
標
準
器
と
さ
れ
る
呉
虎
鼎
銘

の

「
十
又
八
年
十
又
三
月
既
生
覇
丙
戌
」

と
い
う
紀
年
に
つ
い
て
も
、
前
八

一
〇
年

(
夏
商
周
断
代
工
程
専
家
組

〔
二
〇
〇

〇
〕
表
八
)

や
前
八
二
四
年

(
王
占
奎

〔
二
〇
〇
三
〕
)

と
い

っ
た
実
年
代
が
提

唱
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
暦
譜
復
元
の
み
を
根
拠
と
し
て
青
銅
器
銘
の
編
年
を
行

い
、
西
周
史
を
再
構
成
す
る
と
い
う
研
究
方
法
に
は
、
や
は
り
そ
れ
な
り
の
限
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
郭
洙
若
が

『
両
周
金
文
辞
大
系
図
録
攷
釈
』
の

序
文
で
い
み
じ
く
も
語

っ
て
い
る
よ
う

に
、
青
銅
器
銘
に
記
載
さ
れ
た
紀
年
の
合

う
合
わ
な
い
を
求
め
る
こ
と
は
、　

「消
極
的
な
副
証
」
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
の
か

　
　
　
　

⑭

も
し
れ
な
い
。

　
右
記
の
現
状
認
識
を

踏
ま
え
た
う
え
で
、

こ
こ
で
は
、

青
銅
器
銘
断
代
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑮

の
も
う

一
つ
の
伝
統
的
方
法
で
あ
る

「
群
別
研
究
法
」
を
採
用
し
、
呉
虎
鼎
銘
や

四
十
二
年
逕
鼎

・
四
十
三
年
速
鼎
銘
と

い
っ
た
宣
王
期
標
準
器
を
中
心
と
す
る
青

銅
器
群

の
抽
出
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
暦
譜
を
用
い
な
い
こ
の
方
法
は
、

一

見
迂
遠
な
も
の
の
よ
う
に
み
え
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
暦
譜
復
元
研
究
の
あ
や
う

さ
、
そ
の
恣
意
的
適
用
を
回
避
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
今
後

の
断
代
研
究

の
た
め

の
一
つ
の
手
掛
か
り
を
確
保
し
て
お
く
試
み
と
は
な
る
だ
ろ
う
。

　
群
別
研
究
の
結
果
は
次
頁
の
表
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
表

の
右

に
、

宣
王
期
標
準
器
と
な
る
呉
虎
鼎
銘
と
四
十
二
年
速
鼎

・
四
十
三
年
速
鼎

・
逕
盤
銘

を
置
き
、
そ
れ
ら
青
銅
器
銘
に
み
え
る
語
彙
に
つ
い
て
は
、
表
上
段

に
人
名
、
下

段
に
施
設
名

・
地
名

・
組
織
名

・
氏
族
名
な
ど
を
配
列
し
た
。
表
上
段
に
配
置
さ

れ
た
人
名
の
ほ
う
が
、
同
名
異
人
の
可
能
性
を
完
全
に
否
定
で
き
な
い
に
せ
よ
、

よ
り
個
別
性
が
強

い
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
③
印
で
示
し
た
宣
王
期
標
準
器
群
に
み
え
る
語
彙
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
青
銅
器
群
を
求
め
て
い
く
な
ら
ば
、
呉
虎
鼎
銘
と
逑
盤
銘
の
属
王
に
つ
い
て

は
、

克
鐘

(
鋳
)
銘

「隹
十
又
六
年
九
月
初
吉
庚
寅
、

王
在

周
康
刺

(属
)
宮

(
こ
れ
十
又
六
年
九
月
初
吉
庚
寅
、

王
　

周
の
康
属
宮
に
在
り
)
」　
(
二
〇
四
～

八
、

二
〇
九

・
皿
)
の
一
文
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
唐
蘭

〔
一
九
六
二
〕

が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
刺
宮
と
は
属
王
の
宗
廟
の
謂
い
で
あ
り
、
属
王
の
宗
廟
を

利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、

宣
王

・
幽
王
の
二
王
し
か
い
な
い
。

な
お
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

つ
、
幽
王
の
在
位
年
数
が
十

一
年
と
考
え
ら
れ
る
以
上
、
こ
の

「十
又
六
年
九
月

初
吉
庚
寅
」
の
紀
年
は
宣
王
期
の
も
の
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
克
鐘

(
鋳
)
銘
を
介
し
て
、
大
克
鼎

・
膳
夫
克
盛

(
四
四
六
五

・
皿
B
)
・
小
克

鼎

(
二
七
九
六
～
〇

二
・
皿
B
)
と
い

っ
た

◎
印
で
示
し
た

「
克

(膳
夫
克
)」

　
　
　

⑳

青
銅
器
群
と
宣
王
期
標
準
器
群
を
結
び

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
師
克
盆

(
四
四

六
七
～
八
)

に
つ
い
て
は
、

そ
の
作
器
者
師
克
と

「克

(
膳
夫
克
)
」

青
銅
器
群

と
の
関
係
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か

っ
た
が
、
師
克
釜
銘
に
み
え
る

　
　
王
若
日
、
師
克
、

丕
顕
文
武
、

膺
受
大
命
、

匍
有
四
方
、

則
孫
隹
乃
先
祖

　
　
考
、
有
爵
于
周
邦
。

　
　
　
王
若
く
曰
く
、
師
克
よ
、
丕
顕
な
る
文
武
、
大
命
を
膺
受
し
、
四
方
を
匍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
んじ

　
　
　
有
し
た
ま
え
り
。
則
ち
も
と
こ
れ
乃
が
先
祖
考
、
周
邦
に
爵
有
り
。

と
い
う
表
現
が
、
四
十
二
年
速
鼎

・
四
十
三
年
速
鼎
銘

「王
若
日
、
速
、
丕
顕
文

武
、
膺
受
大
命
、
匍
有
四
方
、
則
鯀
隹
乃
先
聖
祖
考
、
夾
召
先
王
、
爵
勤
大
命
、
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呉
　
虎
　
籃

四
十
二
年
遑
鼎

四
十
三
年
遑
鼎

速
　
　
　
　
盤

克
鐘

(鋳
)
皿
B

安

盤

(
鼎
)

大
克
鼎

廼

B

謄
央
克
餐
皿
B

小
克
鼎

皿

B

師
　

克
　
　蘯

師
寅
籃

皿

B

伊

籃

阻

B

禹

鼎

皿

B

多
　
　友
　
　鼎

南
富
柳
鼎
匪
A

敵

篁

不
　

嬰
　

籃

鄂
侯
馭

方
鼎

蓼
生
盤

皿

B

兮
甲
盤

皿

B

貔
季

子
白
盤

師
釐
籃

皿

B

此
鼎

(籃
)
皿
A

無
甕
鼎

H

B

駒
　
　父
　

蘯

號

伸
璽

皿

A

晋

侯

蘇

鐘

史
　
　密
　

籃

宗
周
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王
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六
自
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宣
樹
*

○

軸方向に複数の共通語彙をもたない青銅器銘は省略した(従 って、表は必ずしも網羅的ではない)。また、項隠の*印 は後期青銅器銘に他の事例があることを示している。
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窓史

奠
周
邦
」、
逕
盤
銘

「
王
若
日
、
逕
、
丕
顕
文
武
、
膺
受
大
命
、

匍
有
四
方
、

則

緜
隹
乃
先
聖
祖
考
、
夾
召
先
王
、
爵
勤
大
命
」
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
宣
王

期
晩
期

に
多
用
さ
れ
た
表
現
で
あ

っ
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
克

(膳
夫
克
)
と
師
克
の
関
係
は
、
た
と
え
ば
、　

「丕
顕
文
武
」
と
い
う
語
彙
を
共

有
す
る
詢
籃

(
四
三
一
二

・
豆
B
)

の
作
器
者
詢
と
師
詢
籃

(
四
三
四
二
)

の
作

　
　
　
　
　
　

⑲

器
者
師
詢
の
関
係
と
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　

つ
い
で
、

四
十
二
年
速
鼎

・
四
十
三
年
速
鼎
銘
に
登
場
す
る
史
減
に

つ
い
て

は
、
寰
盤

(
鼎
)
銘

(
一
〇

一
七
二
、

二
八

一
九
)

　
　
隹
廿
又
八
年
五
月
既
望
甲
寅
、
王
在
周
康
穆
宮
、
旦
、
王
格
大
室
、
即
位
、

　
　
宰
額
右
寰
、
入
門
、
位
中
廷
、
北
嚮
、
史
黹
授
王
命
書
、
王
呼
史
滅
、
冊
賜

　
　
寰
…
…
。

　
　
　
こ
れ
廿
又
八
年
五
月
既
望
甲
寅
、
王
　
周
の
康
穆
宮
に
在
り
。
旦
、
王

　
　
　
大
室
に
格
り
、
位
に
即
く
。
宰
額

寰
を
右
け
、
門
に
入
り
、
中
廷
に
位

　
　
　
し
、
北
嚮
す
。
史
黹
　
王
に
命
書
を
授
く
。
王
　
史
滅
を
呼
び
、
寰
に
…

　
　
　
…
を
冊
賜
せ
し
む
。

に
、

同

一
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

さ
ら
に
寰
盤

(
鼎
)

の
作
器
者
寰

は
、
克

(
膳
夫
克
)
と
師
克
、
あ
る
い
は
詢
と
師
詢
の
関
係
か
ら
推
し
て
、
師
寰

籃

(
四
三

=
二
～
四

・
皿
B
)

の
作
器
者
師
寰
と
同

一
人
物
と
み
な
す
こ
と
が
可

能
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
付
言
す
れ
ば
、
西
周
中
期
頃
よ
り
そ
の
存
在
が
確
認
で

き
る
虎
臣
に
つ
い
て
、
師
克
釜
銘
と
こ
の
師
寰
籃
銘
に
の
み

「
左
右
虎
臣
」
と
い

う
語
彙
が

み
え
る
こ
と
も
、

両
器
の
同
時
代
性
を
傍
証
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。

　
最
後
に
、
大
克
鼎
銘

「王
在
宗
周
、

旦
、

王
格
穆
廟
、

即
位
、

申
季
右
膳
夫

克
、
入
門
、
位
中
廷
、
北
嚮

(王

宗
周
に
在
り
。
且
、
王

穆
廟
に
格
り
、
位

に
即
く
。
申
季

膳
夫
克
を
右
け
、

門
に
入
り
、

中
廷
に
位
す
)
L
に
儀
礼
の
右

者
と
し
て
登
場
す
る
申
季
は
、
伊
籃
銘

(
四
二
八
七

・
皿
B
)

　
　
隹
王
廿
又
七
年
正
月
既
望
丁
亥
、

王
在
周
康
宮
、　
旦
、

王
格
穆
大
室
、

即

　
　
位
、
申
季
内
右
伊
、
位
中
廷
、
北
嚮
。

　
　
　

こ
れ
王
の
廿
又
七
年
正
月
既
望
丁
亥
、
王
　
周
の
康
宮
に
在
り
。
旦
、
王

　
　
　
穆
大
室
に
格
り
、
位
に
即
く
。
申
季
内
り
て
伊
を
右
け
、
中
廷
に
位
し
、

　
　
　
北
嚮
す
。

で
も
、

儀
礼
の
右
者
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。　
「
申
季
」

青
銅
器
群
が
、　

「克

(
膳
夫
克

・
師
克
)
」
青
銅
器
群
を
介
し
て
、

宣
王
期
標
準
器
群
に
接
続
す
る
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
、
宣
王
期
標
準
器
群
に
み
え
る
人
名
を
介
し
て
結
ば
れ
る
青
銅
器
群
を
確

認
し
て
き
た
。

表
か
ら

み
て
と
れ
る
よ
う
に
、

属
王

・
速

・
史
減

・
克

(膳
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑲

克

・
師
克
)
・
寰

(
師
寰
)
・
申
季
で
結
ば
れ
る
十
四
器
の
青
銅
器
群
は
、
人
名
に

関
す
る
限
り
、

他
の
青
銅
器
と
の
関
係
を
も
た
な
い
閉
じ
た
系
を
構

成
し
て
い

る
。

な
お
か
つ
、

表
の
下
段
に
目
を
転
ず
る
な
ら
ば
、

こ
の
系
が
周
康
宮
穆
宮

(
周
康
穆
宮
)
や
穆
大
室
と
い
っ
た
穆
王
の
宗
廟
と
強
い
親
和
性
を
も

っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　

⑳

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
宣
王
朝
に
お
け
る
穆
王
の
評
価

に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
改

め
て
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
表
の
下
段
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
を
す
す
め
る
な
ら
ば
、
右

の
十
四
器
の
青

銅
器
群
は
、
歴

・
儼
犹

・
尹
氏

・
京
皀
∵

八
自

・
淮
夷

・
南
国

・
東
国

・
東
夷
と

い

っ
た
語
彙
を
介
し
て
、
禹
鼎

(
二
八
三
三

・
皿
B
)
以
下
の
青
銅
器
と
接
続
し

て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

表
の
左
端
に
属
王
自
作
器
で
あ
る
宗
周
鐘

へ
二
六

〇

・
皿
)
が
登
場
す
る
よ
う
に
、
禹
鼎
以
下
の
青
銅
器
の
年
代
は
宣
王
期
と
の
直

接
的
な
結
び

つ
き
を
弱
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

た
と
え
ば
、

武
公

・
叔
向
父
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禹

・
鄂
侯
馭
方
で
結
ば
れ
る
禹
鼎

・
多
友
鼎

(
二
八
三
五
)
・
南
宮
柳
鼎

(
二
八

〇
五

・
皿
A
)
・
敖
籃

(
四
三
二
三
)
・
不
嬰
籃

(
四
三
二
八
～
九
)
・
鄂
侯
馭
方

鼎

(
二
八

一
〇
)

の
青
銅
器
群
は
、

人
名

に
関
し
て
は
閉
じ
た
系
と
な

っ
て
お

り
、
他
の
青
銅
器
と
の
か
か
わ
り
を
も
た
な
い
。
か
つ
、
禹
鼎
銘
は
自
述
形
式

の

「禹
日
」、

鄂
侯
馭
方
鼎
銘
は

「
王
南
征
」
で
始
ま
る
青
銅
器
銘
で
あ
り
、

そ
れ

以
外
の
多
友
鼎
銘

「唯
十
月
」
、
南
宮
柳
鼎
銘

「
隹
王
五
月
初
吉
甲
寅
」、
激
籃
銘

「隹
王
十
月
」　
「隹
王
十
又

一
月
」
、

不
嬰
銘
籃

「唯
九
月
初
吉
戊
申
」

は
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑪

て
王
の
在
位
年
数
に
言
及
し
な
い
た
め
に
、
そ
の
製
作
年
代
を
直
接
決
定
す
る
す

べ
が
な
い
の
で
あ
る
。

　
多
友
鼎
銘
や
不
嬰
籃
銘
に
み
え
る
撮
犹

の
名
は

『詩
経
』
小
雅
に
も
保
存
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

て
お
り
、
出
車
で
は
南
仲
の
遠
征
、
六
月
で
は
尹
吉
甫
、
采
芭
で
は
方
叔

の
遠
征

が
歌
わ
れ
て
い
る
。
撮
犹
遠
征
を
記
す
兮
甲
盤
銘
の
作
器
者
兮
伯
吉
父

(兮
甲
)

は
、
第

一
章
で
示
し
た
よ
う
に
、　

「兮
伯
吉
父
掃
伯
吉
父
H
兮
吉
父
口
吉
父

(膳

夫
吉
父
)
口
兮
甲
」
と
い
う
称
謂
の
ヴ

ァ
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
を
も

っ
て
い
た
が
、
こ

の
兮
伯
吉
父

(膳
夫
吉
父
)
が
小
雅

・
六
月
の
尹
吉
甫
と
同

一
人
物
で
あ
る
可
能

性
は
高
く

(松
井

〔
ご
○
〇
二
〕
二
〇
五
頁
、

註
24
)、

兮
甲
盤
銘
の

「
五
年
三

月
既
死
覇
庚
寅
」
が
宣
王
期
の
暦
譜
に
属
す
る
蓋
然
性
は
認
め
て
も
よ
い
。
し
か

し
な
が
ら
、　

「儼
犹
」

青
銅
器
群
す
べ
て
を

宣
王
期

に
断
代

し
う
る
確
証

は
な

く
、
群
全
体

に
は
も
う
す

こ
し
緩
や
か
な
時
代
の
幅
を
も
た
せ
て
お
く
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

　

同
様
の
こ
と
が
淮
夷

(南
淮
夷

・
南
夷
)
あ
る
い
は
南
国
に
か
か
わ
る
青
銅
器

群
に
い
え
る
こ
と
は
、
そ
の
群
が
宗
周
鐘

を
含
む
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

群
劉
研
究
法
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、　

「
王
三
十
又
三
年
」　
「正
月
既
生
覇
戊
午
」

と
い
っ
た
紀
年
を
も
つ
晋
侯
蘇
鐘

の
断
代

を
め
ぐ

っ
て
属
王
期
説
と
宣
王
期
説
が

並
存
す
る
の
は
、

こ
の
群
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
時
代
の
幅
に
も
か
か
わ

っ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
淮
夷
の
動
揺
と
、
そ
れ
に
対
す
る
征
討
活
動
は
、
彖
截
由
銘

「
王

命
域
日
、
・齦
、
淮
夷
敢
伐
内
国
、
汝
其
以
成
周
師
氏
、
戍
于
古
自

(
王
　
截
に
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひき

じ
て
曰
く
、
あ
あ
、
淮
夷
敢
え
て
内
国
を
伐

つ
、
汝
そ
れ
成
周
師
氏
を
以
い
、
古

自
に
戍
れ
、

と
)
し　
(
五
四
二
〇

・
豆
B
)
な
ど
、

西
周
中
期
の
青
銅
器
銘
に
記

録
さ
れ
た
あ
と
、
属
王
期
頃
か
ら
宣
王
期
に
か
け
て
再
び
王
朝
の
関
心
事
と
な
る

の
で
あ
る
。

　

「
綴
犹
」
青
銅
器
群
や

「
淮
夷

(南
淮
夷

・
南
夷
)」

青
銅
器
群
な
ど
か
ら
読

み
と
れ
る
こ
と
は
、
属
王
期
頃
か
ら
宣
王
期
に
か
け
て
王
朝
の
秩
序
が
動
揺
し
つ

つ
あ
り
、
禹
鼎
銘

　
　
禹
日
、
…
…
烏
摩
、
哀
哉
、
用
天
降
大
喪
于
下
国
、
亦
唯
鄂
侯
馭
方
率
南
淮

　
　
夷

・
東
夷
、

広
伐
南
国

・
東
国
、

至
于
歴
、

内
、

王
迺
命
西
六
自

・
殷
八

　
　
自
、
日
、
撲
伐
鄂
侯
馭
方
、
勿
遺
寿
幼
。

　
　
　
禹
曰
く
、
…
…
あ
あ
、
哀
し
い
か
な
。
天
の
大
喪
を
下
国
に
降
す
を
も

っ

　
　
　

て
、
ま
た
こ
れ
鄂
侯
馭
方
　
南
淮
夷

・
東
夷
を
率
い
て
、
南
国

・
東
国
を

　
　
　
広
伐
し
、

歴
に
至
り
、

内
る
。

王
す
な
わ
ち
西
六
師

・
殷
八
師
に
命
じ

　
　
　

て
、

曰
く
、
鄂
侯
馭
方
を
撲
伐
し
、
寿
幼
も
遺
す
こ
と
勿
れ
、
と
。

に
い
う

「天

の
大
喪
を
下
国
に
降
す
し
危
機
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
師
寰
簒
銘

「
王
若
日
、
師
寰
、
婆
、
淮
夷
訴
我
貴
晦
臣

(
王
若
く
日

く
、
師
寰
よ
、
あ
あ
、
潅
夷
は
も
と
我
が
貴
晦
の
臣
)」
や
兮
甲
盤
銘

「
王
命
甲
、

政
司
成
周
四
方
積
、

至
于
南
淮
夷
、

淮
夷
旧
我
貴
晦
人
、

毋
敢
不
出
其
貴

・
其

積

・
其
進
人

(
王
　
甲
に
命
ず
。
成
周
四
方
の
積
を
政
司
し
、
南
淮
夷
に
至
れ
。

淮
夷
は
も
と
我
が
貴
晦
の
人
な
り
。
敢
え
て
そ
の
貴

・
そ
の
積

・
そ
の
進
人
を
出

さ
ざ
る
毋
れ
)」

と
い
っ
た
表
現
か
ら
は
、

か
つ
て
の
秩
序
を
回
復
し
維
持
し
よ
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う
と
し
た
宣
王
朝
の
支
配
意
思
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
が

宣
王
の

「中
興
」
の
本
質
で
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し

そ
の

「中
興
」

が
、

禹
鼎
銘
の

「鄂
侯
馭
方
を
撲
伐
し
、

寿
幼
も
遣
す
こ
と
勿

れ
」
と
い
っ
た
敵
対
勢
力
の
徹
底
的
征
討
を
も
含
意
す
る
も
の
で
あ

っ
た
の
な
ら

ば
、
夷
狄
の

「邦
」
を
も
含
む

「
万
邦
」
の
集
合
体
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
王

朝

の
秩
序
は
、
同
時
に
そ
れ
と
は
相
容
れ
な
い
ベ
ク
ト
ル
を
内
包
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

お
　

わ
　

り
　

に

　
西
周
後
期
、
特
に
宣
王
期
の
研
究
は
、

呉
虎
鼎
そ
し
て
呉
速
関
係
器
の
出
現
に

よ

っ
て
新
た
な
段
階
に
入

っ
た
と
い
え

る
。　
「
十
又
八
年

十
又
三
月
既
生
覇
丙

戌
」　
「
四
十
又
二
年
五
月
既
生
覇
乙
卯
」　
「
四
十
又
三
年
六
月
既
生
覇
丁
亥
」
と

い

っ
た
紀
年
は
、
文
献
史
料
で
遡
り
う

る
最
古

の
年
代
-
前
八
四

一
年
ー
以
降
に

属
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
紀
年
を
配
置
し
う
る
暦
譜
の
復
元
は
、
青
銅
器
銘
史
料

と
文
献
史
料
を
接
合
す
る
た
め
の
重
要
な
作
業
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
の
作
業
は
同
時
に
、　

「共
和
」

の
あ
つ
か
い
を
も
含
め
、
西
周
後
期
の

歴
史
の
根
本
的
な
見
直
し
を
要
求
す
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
懿
王
↓
孝
王
↓
夷
王

と
い
っ
た
世
代

の
逆
行
を
含
む
王
位
継
承
の
混
乱
の
あ

と
、
属
王
奔
麁
か
ら

「共
和
」
の
時
代

へ
と
、
王
朝
中
枢

の
政
治
的
混
乱
は
覆
う

べ
く
も
な
く
、
同
時
に
、
儼
犹

・
鄂
侯

・
淮
夷
の
離
叛
が
相
次

い
だ
こ
と
に
よ

っ

て
、
王
朝
が
極
度
の
緊
張
を
強
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
師
克

蘯
銘
や
四
十
二
年
逑
鼎

・
四
十
三
年
速
鼎
銘
、
さ
ら
に
は
逑
盤
銘
な
ど
の
宣
王
期

標
準
器
銘
に

「丕
顕
な
る
文
武
、
大
命

を
膺
受
し
、
四
方
を
匍
有
し
た
ま
え
り
」

と
い

っ
た
文
王

・
武
王
に
よ
る

王
朝
創
建
を
回
顧
す
る
表
現
が
多
用
さ
れ
る
の

は
、
文
王

・
武
王
に
連
な
る
王
統
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
宣
王
朝
の
正

統
性
を
主
張
し
、
眼
前
の
危
機
的
状
況
を
乗
り
こ
え
て
い
こ
う
と
す
る
言
説
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑯

ら
わ
れ
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
宣
王
期
標
準
器
群
と
周
康
宮
穆
宮

(
周
康
穆
宮
)
や
穆
大
室
と
い
っ
た
穆
王
宗

廟
と
の
あ
い
だ
に
親
和
性
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
が
、

こ
の
現
象
を
宣

王
朝

の
正
統
観

の
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
三
章
で

触
れ
た
速
盤
銘
は
呉
速
の
祖
先
の
名
と
歴
代
周
王
の
名
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ

っ

た
が
、

こ
こ
で
改
め
て
両
系
譜
の
か
か
わ
り
を
示
せ
ば
、

　
　
皇
高
祖
単
公
-
皇
高
祖
公
叔
-
皇
高
祖
新
室
仲
i
皇
高
祖
恵
仲
蠡
父
1

　
　
　
　

=　
　
　
　
　

=　
　
　
　
　

=　
　
　
　
　
　
　

蠶

　
　
文
王

・
武
王
　
　

成
王
　
　
　
　
康
王
　
　
　
　

昭
王

・
穆
王

　
　
皇
高
祖
零
伯
i
皇
亜
祖
懿
仲
ー
皇
考
共
叔
-
呉
速

　
　
　
　

㎜【　
　
　
　
　

=　
　
　
　
　

=　
　
　

=

　
　
共
王

・
懿
王
　
孝
王

・
夷
王
　
　
属
王
　
　
宣
王

と
い
う
関
係
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
呉
逕

の
家
系
八
代
に
十

一
代
十
二
人
の
周

王
が
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
興
味
深
い
の
は
、
文
王

・
武
王
と
と
も
に
、
昭

王

・
穆
王
、
共
王

・
懿
王
、
孝
王

・
夷
王
の
三
組
各
二
人
の
王
が
呉
逕
の
祖
先

一

人
ず

つ
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
事
実
を
伝
え
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑰

し
ろ
、
作
為
的
な
操
作
を
感
じ
さ
せ
る
系
譜
で
あ
り
、
さ
ら
に
昭
王

・
穆
王
以
下

の
周
王
の
組
み
合
わ
せ
は
、
世
代
を
逆
行
し
た
王
位
継
承
を
含
む
こ
と
を
無
視
す

れ
ば
、
即
位
順
に
昭
王

・
穆
王
の
関
係
を
反
復
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

ゆ
る

「昭
穆
制
」

の
意
味

に

つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
逕
盤
銘
に
記
さ
れ
た
昭

王

・
穆
王
以
下
の
周
王
の
配
列
に
は
、
そ
の

「昭
穆
制
」
に
近
い
配
慮
を
感
じ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

し
、
そ
の
配
列
に
従
え
ば
、
宣
王
は

「穆
」

の
輩
次
に
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
西
周
中
期

(
共
王
期
)
の
史
牆
盤
銘
に

「
弘
魯
昭
王
、
広
能
楚
荊
、
隹
狩
南
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
わ

(
弘
魯
な
る
昭
王
、
広
く
楚
荊
を
能
ら
げ
、

こ
れ
狩
り
し
て
南
行
せ
り
)」

と
記
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録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
昭
王
は
南
方
楚
荊

へ
の
遠
征
を
行

っ
て
お
り
、
な
お
か

つ
、
『春
秋
左
氏
伝
』
僖
公
四
年

「
昭
王
南
征
而
不
復
」
や

『竹
書
紀
年
』
「(
昭
)

王
南
巡
不
返
」
　
(『
太
平
御
覧
』
巻
八
七
四
引
)

と
い

っ
た
文
献
史
料
を
参
照
す

れ
ば
、
そ
の
遠
征
は
昭
王
の
死
を
も
た
ら
し
た
可
能
性
が
高
い
。
昭
王
か
ら
穆
王

へ
の
王
位
継
承
は
な
ん
ら
か
の
混
乱
を
と
も
な

っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の

こ
と
は
、
属
王
か
ら
宣
王

へ
の

「共
和
」
を
は
さ
ん
だ
王
位
継
承
の
混
乱
を
連
想

さ
せ
る
。
宣
王
期
標
準
器
群
と
穆
王
宗
廟
と
の
親
和
性
と
は
、
自
ら
の
正
統
性
を

穆
王
の
そ
れ
に
重
ね
た
宣
王
朝
の
言
説

の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
さ
ら
に
い
う
な
ら
ば
、
儼
犹

・
淮
夷
な
ど
の
離
叛
に
苦
し
ん
だ
宣
王
朝

の
人

々
に
と

っ
て
、
淮
夷
や
犬
戎
遠
征
な
ど

の
説
話
で
彩
ら
れ
て
い
く
穆
王
朝

こ
そ
、

自
ら
の
正
統
性
の
拠
り
所
と
す
る
に
相
応
し
い
時
代
だ

っ
た
の
で
は
な
か

っ
た
だ

　
　

⑧

ろ
う
か
。

　
文
王

・
武
王
、
あ
る
い
は
穆
王
に
自

ら
の
正
統
性
を
重
ね
た
こ
の
時
代

は
、
同

時
に
、
眼
前

の
危
機
的
状
況
を
克
服
す

る
た
め
の
権
力
集
中
が
進
行
し
た
時
代
で

も
あ

っ
た
。
宣
王
期
標
準
器
の

一
つ
で
あ
る
速
盤
銘
に
は
、
速
が
指
示
さ
れ
た
職

掌

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ

る
。

　
　
王
若
日
、
速
、
…
…
今
余
隹
経
乃
先
聖
祖
考
、
申
寮
乃
命
、
命
汝
疋
栄
兌
、

　
　
飆
司
四
方
呉

(虞
)
・
林
、
用
宮
御
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
なんじ
　　
　　
　　
　　
　　
　　お
も

　
　
　
王
若
く
曰
く
、
速
よ
、
…
…
今
、
余
は
こ
れ
乃
が
先
聖
祖
考
を
経

い
、
乃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
す

　
　
　
が
命
を
申
纂
し
、
汝
に
命
じ
て
栄
兌
を
疋
け
、
四
方

の
虞

・
林
を
飆
司

　
　
　
し
、
宮
御
に
用
い
し
む
。

四
十
三
年
鼎
銘
な
ら
び
に
逕
鐘
銘
に
も

ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
あ
る
が
、
速
が
周
王

よ
り
指
示
さ
れ
た

「
四
方
の
虞

・
林
」

の

「
四
方
」
と
は
周
王
朝
の
全
支
配
領
域

を
指
す
領
域
観
念
で
あ
る
。　

「
四
方
の
虞

・
林
」
と
は
、
文
字
ど
お
り
に
解
せ
ば

全
支
配
領
域
の
山
林
藪
沢
の
管
轄
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
り
、
修
辞
性
の
強
い
表

現
で
あ

っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が

(松
井

〔
二
〇
〇
二
〕

一
五

八
頁
、
註
32
)、

逆
に
そ
の
よ
う
な
表
現
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
自
体
、

個
別
具
体

的
な
職
掌
指
示
に
よ

っ
て
成
り
立

っ
て
い
た
西
周
期
の

「行
政
」
が
、
少
な
く
と

も
そ
の
上
層
に
お
い
て
変
質
し

つ
つ
あ

っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。

　
第
三
章
の
表

に
は
共
通
す
る
語
彙
が
無
い
た
め
に
編
入
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
宣

王
期
標
準
器
の
一
つ
と
さ
れ
る
毛
公
鼎
銘
も
や
は
り
、
四
方
擾
乱
に
対
す
る
王
朝

の
危
機
意
識
を
記
録
し
て
い
る
。

　
　
王
日
、
父
屠
、
已
日
、
及
茲
卿
事
寮

・
大
史
寮
、
于
父
即
尹
、
命
汝
凱
司
公

　
　
族
撃
参
有
司

・
小
子

・
師
氏

・
虎
臣
撃
朕
執
事
。

　
　
　
王
曰
く
、
父
屠
よ
、
す
で
に
曰
く
、
こ
の
卿
事
寮

・
大
史
寮

に
及
び
、
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

　
　
　

に
お
い
て
即
き
て
尹
せ
、
と
。
汝
に
命
じ
て
公
族
と
参
有
司

・
小
子

・
師

　
　
　
氏

・
虎
臣
と
朕
が
執
事
と
を
鍛
司
せ
し
む
。

と
は
、
そ
の
危
機
意
識

の
な
か
で
周
王
が
毛
公

(
父
屠
)
に
指
示
し
た
職
掌
で
あ

り
、
卿
事
寮

・
大
史
寮
を
監
察
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
公
族
お
よ
び
参
有
司

(
司

土

・
司
馬

・
司
工
)
・
小
子

・
師
氏

・
虎
臣

な
ど
の
管
轄
が

命
じ
ら
れ
て
い
る
。

楊
寛

〔
一
九
八
四
〕
は
、

こ
の
卿
事
寮
と
大
史
寮
を

「西
周
中
央
政
権
」

の

「
両

大
官
署
」
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
当
否
を
お
く
と
し
て
も
、
卿
事
寮
と
大
史
寮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳

が
当
時
の
重
要
な
官
署
で
あ

っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
公
族
以
下
の
管
轄
と

あ
わ
せ
て
、
毛
公
に
強
大
な
権
限
が
付
託
さ
れ
た
こ
と
を
読
み
と
る
こ
と
は
で
き

る
。
第
三
章
の
表

に
登
場
す
る
武
公
や
師
緜
父

(
伯
藩
父
)

も
ま
た
強
大
な
権

　
　
　
　
　
　
　

⑳

力
を
保
持
し
て
お
り
、
か
つ
て
西
周
中
期
の
永
孟
銘
や
五
祀
衛
鼎
銘
な
ど
で
観
察

で
き
た

「執
政
団
」

の
存
在
は
、

も
は
や
明
確
な
か
た
ち
で
確
認
で
き
な
く
な
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窓史

⑭る
。

　
宣
王
期
標
準
器
群
に
属
す
る
大
克
鼎
銘
は
、
周
王
か
ら
膳
夫
克

へ
賜
与
さ
れ
た

土
地
の
リ
ス
ト
を
記
録
し
て
お
り
、
そ

の
中
に

「井
家
菊
田
」
と
表
記
さ
れ
る
土

地
が
含
ま
れ
て
い
る
。　
「
井
家
の
菊
田
」
あ
る
い
は

「井
家

の
匐

の
田
」
と
読
む

べ
き
土
地
で
あ
り
、
か
つ
て
井

「
家
」

に
属
し
て
い
た
土
地
が
、　
「
王
家
」
を
経

て
、
膳
夫
克

へ
と
賜
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

(松
井

〔
二
〇
〇

二
〕

一
〇
四
～
五

頁

・
一
一
九
頁
、
註

16
)
。
井
氏
は
西
周
中
期

の

「執
政
団
」

を
構
成
し
て
い
た

有
力
な
家
系
の

一
つ
で
あ

っ
た
が
、
西
周
後
期
に
は
さ
ほ
ど
青
銅
器
を
残
さ
な
く

　

⑭

な
り
、
春
秋
期
に
は
完
全
に
記
録
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
大
克
鼎
銘
に
記
録

さ
れ
た

「井
家
匐
田
」
と
は
、
井
氏
没
落

の
過
程
で
井

「家
」
か
ら

「王
家
」

へ

と
そ
の
所
属
を
か
え
た
土
地
を
指
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
特

定
の
人
物

へ
の
権
力
集
中
は
、
同
時
に
権
力
闘
争
の
敗
北
者
を
生
み
出
し
て
い
た

は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
は
土
地
の
再
分
配
と
い
う
現
象
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

っ
た

で
あ
ろ
う
。
呉
虎
鼎
銘
に
記
録
さ
れ
た
周
王
か
ら
の
土
地
賜
与
も
、　

「呉
口
の
旧

疆
を
取
り
、
呉
虎
に
付
せ
」
と
い
う
執
行
命
令
を
と
も
な

っ
て
い
た
。
こ
の

「呉

口
の
旧
疆
」
と
し
て
記
録
さ
れ
た
土
地
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
再
分
配

の
結
果
と

し
て
呉
虎
の
領
有
下
に
入

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。　
『考
古
与
文
物
』
編
輯
部

〔
一
九
九
八
〕
の
座
談
に
参
加
し
た
曹
璋
が
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
は
土
地
の
再
分

配
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
る
秩
序
の
再
構
築
で
あ
り
、
宣
王

「
中
興
」
の

一
つ
の
側

面
を
示
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

註①

呉
虎
鼎

に
つ
い
て
は
、

『
考
古
与
文
物
』

一
九
九
八
年
第
三
期

に
報
告

・
釈
文

・
論

　
考
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
李
学
勤
は
別

に

「
呉
虎
鼎
研
究
的
拡
充
篇
と
題

さ
れ

た
論
文

　

の
発
表
を
ア

ナ
ウ

ン
ス
し
て
い
る
が

、
未
見
。

②

以
下
、
青
銅
器

の
引
用

に
つ
い
て
は
、
そ

の
初
出
に
あ

た

っ
て

『
殷
周
金
文
集
成
』

　

(
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
、

一
九
八
四
～
九

四
)

の
著

録

番

号

と

林
巳
奈
夫

　

〔
一
九
八
四
〕

の
断
代
案
を
付
す
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
ママ

③

王
輝

「
器
形

・
紋
飾
皆
有
西
周
晩
期
特
点
」
、
曹
璋

「呉
偉
鼎
双
立
耳

、
半
球
形
腹

、

　
腹
深
、
三
蹄
形
足
、
是
西
周
晩

期
典
型
的
形
制
之

一
、
相
似
的
還
有
多
友
鼎

.
此
鼎
」
。

④

王
世
民

・
陳
公
柔

・
張

長
寿

コ

九
九
九
〕

で
は
、

康

鼎

(
二
七
八
六

.
皿
A
)
.

　
南
宮
柳
鼎

(
二
八
〇

五

・
皿
A
)
と
と
も

に
鼎
V
型

一
式

に
分
類

さ
れ

て
い
る
。

⑤

四
要
素

を
具

え
る
青
銅
器
銘
は
、
現
在
、
呉
虎
鼎
銘
等
を
含
め
て
、
七

一
件
知

ら
れ

　

て
い
る
。

⑥

李
学
勤

二

九
九
八
〕

「
"呉
虎
"
非
呉
氏
。
師

酉
籃
云

"
王
在
呉
、
格
呉
大
廟

"
、

　
呉
即
在
今

山
西
平
陸
之
虞
、

是
西
周
実
有
呉

(
虞
)
氏

、

但
呉
虎
祖
考
是
庚
氏
、

因

　
此
、

ク
呉
"
当
読
為
虞
衡
之
虞

、
是
官
名
。

同
籃
有

ク
呉
大
父
"
、
職
司
場
林
呉

(
虞
)

　
牧
、
就
是
虞
官
」
　
「
"
朕
皇
祖
考
庚
孟
"
、
也

可
有
両
種
理
解
。

可
能
虎
的
祖

・
父
両
代

　
均
称

〃
庚
孟
"
、
如
春
秋
時
晋
国

〃
趙
孟
"
之
比
。
也
可
能
祖

・
考
和
庚
孟
為
不
同
人
、

　
庚
孟
乃
虎
的
庶
長
兄
。
我
覚
得
前
者
更
近
理

一
些
。
無
論
如
何
、
虎
這

一
家
是
庚
氏
。

　
金
文
有
庚
季

・
庚
姫

・
庚
姜

・
庚
贏
等
、
説

明
庚
氏
在
西
周
井
不
少
見
、

且
頗
顕
赫
」
。

⑦

『春
秋
左
氏
伝
』
隠

公
八
年

「
無
駭
卒
。

羽
父
請
諡
与
族
。
公
問
族
於
衆
仲
。
衆
仲

　
対

日
、
天
子
建
徳
、
因
生
以
賜
姓
。
胙
之
土
、
而
命
之
氏
。
諸
侯
以
字
為
諡
、
因
以
為

　
族
。
官
有
世
功
、
則
有
官
族

、
邑
又
如
之
。
公
命
以
字
為
展
氏
」
。

⑧

こ
こ
で

「判
断
し
た

い
」
と
書

い
た

の
に
は
理
由
が
あ
る
。
と

い
う

の
は
、
膳
夫
吉

　
父
鬲
銘

「膳
夫
吉
父
作
京
姫
尊
鬲
、
其
子

々
孫

々
、
永
宝
用
」　
(
七
〇
〇
～
四

・
皿
)

　

や
、
膳
夫
梁
其
籔
銘

「
膳
夫
梁
其
作
朕
皇
考
恵
仲

.
皇
母
恵

杙
尊
籃
、
用
追
享
孝

、
用

　
匈
眉
寿
、
眉
寿
無
彊
、
百
子
千
孫
、
子

々
孫

々
、
永
宝
用
享
」
(
四

一
四
七
～
五

一
)
、

　
膳
夫
伯
辛
父
鼎
銘

「
膳
夫
伯
辛
父
作
尊
鼎
、
其
万
年

、
子

々
孫
、
永
宝
用
」
　
(
二
五
六

　

一
・
皿
B
)
、

膳
夫
旅
伯
鼎
銘

「膳
夫
旅
伯
作
毛
仲
姫
尊
鼎
、

其
万
年

、
子

々
孫
、
永

　
宝
用
享
」
　
(
二
六

一
九
)
な
ど
の
よ
う

に
、

一
族
内

で
の
祭
祀
を
念
頭

に
お
い
た
短
文

　

の
青
銅
器
銘
で
あ
り
な
が
ら
、
作
器
者

の
名
に
官
名
が
冠
さ
れ
て

い
る
事
例
が
少
数

な

　
が
ら
存
在
す
る
か
ら

で
あ
る
。
　

「某
某
父
」
表

で
示

し
た
事

例
を
無
意
味
化
す
る
も

の

　

と
は
考
え
な

い
が
、

特

に
、

本
文

で
も
言
及
し
た

「
膳
夫
吉
父
」

と
い
う
称
謂

の
存

　
在

は
、

呉
髟
父
の

「
呉
」

に
っ
い
て
の
判
断

(氏
族
名

の

「
呉
」

か
、

官
名

の

「呉

　

(虞
)
」

か
と

い
う
判
断
)

を
論
理
的

に
は
不
可
能

に
し

て

し

ま

う
。

そ

の
た
め
に
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呉虎鼎銘考釈

　

「
判
断
し
た
い
」

と

の
表

現
を
用

い
た

の
で
は
あ

る
が
、

逆

に
　
「呉
」

を
官

名

「呉

　

(
虞
)」

と
す
べ
き
積
極
的

な
証
拠
を
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
な

い
以
上
、

呉
衫
父

の

　

「
呉
」
を
敢
え

て
李
学
勤

〔
一
九
九
八
〕

の
よ
う

に
官
名

の

「虞
」
と
考
え
る
必
要

は

　
な

い
と
判
断

し
た
の
で
あ
る
。

⑨

註
⑥
参
照
。

⑩

た
だ
し
、
呉
杉
父

(
呉
虎
)
と
呉
大
父
が
同

一
の
氏
族

に
属

し
て
い
た
か
否
か
を
検

　
証
す

る
手
立
て
は
な

い
。

⑪

呉
師
は
第
二
章

で
言
及
す
る
大
籃
銘

(
四

二
九

八
～
九

・
麗
B
)

に
登
場
す
る
。
呉

　
姫

に

つ
い
て
は
、

呉
姫
匝
銘

「自
作
呉
姫
謄
匝

(呉
姫

の
勝
匝
を
自
作
す
)
し
　
(
一
〇

　

一
八
六
)

の
呉

姫
は
生
称
、
伯
額
父
鼎

(
籃
)
銘

「伯
頽
父
作
朕
皇
考
遅
伯

・
呉
姫
宝

　
鼎

(
籃
)
、
…
…

(伯
額
父
　
朕
が
皇
考
遅
伯

・
呉
姫
の
宝
鼎

(
籃
)
を
作

る
。
…
…
)
」

　

(
二
六
四
九

・
四
〇

二
七
)

の
呉
姫

は
死
者

の
称

で
あ

る
。
ま
た
、
銘
文
が
は

っ
き
り

　

と
は
し
な

い
が

、
呉

王
姫
鼎
と

い
う
青
銅
器

の
存
在

も
知

ら
れ

て
い
る

(
王
長
啓

コ

　
九
九
〇
〕
)
。
さ
ら
に
、
第
三
章
で
言
及
す

る
四
十

二
年
速
鼎

・
四
十
三
年
速
鼎
等

の
作

　
器
者
呉
速
は
、

四
十
三
年
遼
鼎
銘
や
逕
鐘
銘
に

「颯
司

四
方
呉

(虞
)
・
林

(
四
方

の

　
虞

・
林
を
載
司
し
)
」

と

い
う
表
現
が

み
え

る
こ
と
、

同
出

の
青
銅
器

に
単
叔
鬲
や
単

　

五
父
方
壼
が
含
ま
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
単
残

に
属
し
、　

「虞
し
職
を
帯
び

　

て
い
た
人
物
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑫

瘻
鐘
銘

「
瘰
桓
々
、
夙
夕
聖
遡
、
追
孝
于
皇
祖
辛
公

・
文
祖
乙
公

・
皇
考
丁
公
緜
林

　
鐘

、
用
昭
格
喜
侃
、
楽
前
文
人
、
用
祈
寿

、
勾
永
命

綽
綰

、
猶
禄
純
魯
、
必
皇
祖
考
高

　

対
爾
刺
、
厳
在
上
、
…
…

(瘰
桓

々
と
し
て
、
夙
夕
聖
越

に
し
て
、
皇
祖

辛
公

・
文
祖

　

乙
公

・
皇
考
丁
公
に
追
孝
す

る
藩
林
鐘

(
を
作

る
)
。

も

っ
て
昭
格
喜
侃

し
て
、

前
文

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

も
と　
　　　
　　
　　　
　　ミ

　

人
を
楽

し
ま
し
め
、
も

っ
て
寿
を
祈
り
、
永
命
綽
綰
、
猫

禄
純
魯
を
勾
む
。
必
ず
皇
祖

　

　
　
　う
る
わ

　

考
は
爾
し
き
刺

に
高
対
し
、

厳
と
し

て
上

に
在

り
、

…
…
)
」
　

(
二
四

六

・
皿
)
も
、

　

皇
祖
考
が
複
数

(
こ
の
場
合

は
三
人
)
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ

ろ
う
。

ま
た
、

　

禹
鼎
銘

(
二
八
三
三

・
皿
B
)

「
聖
祖
考
幽
大
叔

・
懿
叔
」

の

「聖
祖
考
し
も
、
同

一

　

人
物

の
作
器
に
か
か
る
叔
向

父
禹
籃
銘

(
四
二
四
二

・
撮
B
)
に

「
皇
祖
幽
大
叔
」
と

　

あ

る
こ
と
か
ら
、　

「
祖
」
幽
大
叔
と

「
考
」
懿
叔

の
二
人
を
指
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か

　

る
。　

『
礼
記
』
曲
礼
下

「祭

王
父

日
皇
祖
考
、
王
母

日
皇
祖
妣
、
父
日
皇
考
、
母
日
皇

　

妣
、
夫

日
皇
辟
」

で
は
、
皇
祖
考

を
王
父

(祖

父
)
の
称
と
す
る
が

、
こ
の
規

定
を
積

　

極
的

に
支
持

す
る
青
銅
器
銘
は
確
認

で
き
な

い
。

⑬

「穉

王
」
が

「
夷
王
」

で
あ
る

こ
と
に

つ
い
て
は
、
第
三
章

で
論
ず
る
。

⑭

張

暁
軍

・
尹
俊
敏

コ

九
九

二
〕
は

「仲
冓
父
厥
辞
是
周
夷
王
燮
的
孫
子
、
属

王
胡

　
之
弟
監
伯
的
児
子
、

和
周
宣
王
静
是
兄
弟
行
」

と

主
張

す

る
が
、　

「
皇
祖
考
夷
王
監

　
伯
」

と

い
う

表
記

を
、

禹
鼎
銘

「
聖
祖
考
幽
大
叔
懿
叔
」

と
同
様

に

「
祖
」
夷
王
と

　

「
考
」
監
伯

の
併

記
と
読

む
に
は
、
表

現
が
異

な
り
す
ぎ
て

い
る
。

⑮

張

亜
初

・
劉
雨

コ

九
八
六
〕

四
九
頁
、
汪
中
文

鴦

九
九
九
〕

一
八
三
頁
。

⑯

註
⑥

参
照
。

⑰

た
と
え
ば
、
三
年
裘
衛
孟

銘

「
衛
用
作
朕
文
考
恵
孟
宝
盤

(衛
も

っ
て
朕
が
文
考
恵

　
孟

の
宝
盤

を
作

る
)
」
(
九
四
五
六

・
皿
)
に
み
え
る

「
恵
孟
し
も
ま
た
、　

「
庚
孟
」
と

　
同
様

に
排
行

「孟
」
を
と
も

な
う
死
者

の
称

で
あ

る
が
、　

「恵
」

を
衛

(
裘
衛
)

の
氏

　
族
名
と
す
る
議
論
は
存
在
し
な

い
。

⑱

李
学
勤

コ

九
九
八
〕
は
呉
虎
を
儀
礼

の
場
に
導

く
右

者

に

つ
い
て
、

「
"
道
内
"

　
為
人
名
、
下
文
称

〃
伯
道
内
"
、

又
省
称
内

、

揣
系
名

ク
内
"
、
字

ク
伯
道
色

と
主
張

　
す

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
冊
命
儀
礼

に
お
け
る

「入
右
」　

「
内
右
」

の
用
例

は
多
数
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

た
す

　
在
し

て
お
り
、　

「
道
入
り
て
呉
虎
を
右
く
」

と
読

む
べ
き

で
あ
る
。

⑲

大
籃
第

二
器

銘

(
四

二
九
九
)

は
、

「大
賓
豕
害
璋

・
馬
両
」
を

「大
賓
、
賓
豕
害

　
琿

・
馬
両
」

に
作

る
。

こ
こ
で
は
、
第

一
器
銘
に
従
う
。

⑳

趨
揆

の
立
場
に

つ
い
て
は
、

こ
れ

を
小
領

主
と
す

る
考

え
方
や
、
公

邑
の
里
君
と
す

　

る
考

え
方
な
ど
が
あ

り
え
る
だ
ろ
う
が

(伊
藤
道
治

〔
一
九
八
七
〕

一
六
七
～

八
頁
)
、

　

い
ず
れ

に
せ
よ
、
大
籃
銘

は
、
そ
の
支
配
権

(領
有
権
)
が
趨
瞹
か
ら
大

に
移

る
こ
と

　

を
記
録

し
て
い
る
。

⑳

史
頌
鼎

(
籃
)

銘

「隹

三
年

五
月
丁
巳
、

王
在
宗

周
、

命
史
頌
省
蘇

、

…
…
蘇
賓

　
璋

・
馬
四
匹

・
吉
金

(
こ
れ
三
年

五
月
丁
巳
、
王
　
宗
周

に
在
り
。
史

頌
に
命
じ

て
蘇

　

を
省

せ
し
む
、
…
…
蘇

璋

・
馬

四
匹

・
吉
金
を
賓
る
)
」

(
二
四
八
七
～
八
、
四
ニ
ニ

　

九
～

三
六

・
頂
B
)
に
み
え
る
蘇
か
ら
史
頌

へ
の
贈
与

は
、
王
命

の
伝
達

(査
察
行
為

　

と
し
て
の
省
も
そ

の
範
疇

に
入
る
だ
ろ
う
)

に
対
す
る
受
命
側

の
贈
与
と
考

え
る
ぺ
き

　

で
あ
る
。
作
冊
罠
鹵
銘

「
王
姜
命
作

冊
襞
、
安
夷
伯
、
夷
伯
賓

襞
貝

・
布

(
王
姜
　
作

　

冊
襞
に
命

じ
て
、

夷
伯
を
安

ん
ぜ
し
む
。

夷
伯
　
襞

に
貝

・
布
を
賓

る
)
」　

(
五
四
〇

　

七

・
I
B
)
、

小
臣
守
篤
銘

「
王
使

小
臣
守
使
于
夷
、

夷
賓
馬
両

・
金
十
鈞

(
王
　
小

　

臣
守
を
し
て
夷

に
使

い
せ
し
む
。

夷

馬
両

・
金
十
鈞
を
賓

る
)
し
　
(
四

一
七
九
～

八

　

一
)
も
同

じ
よ
う

に
解
釈
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
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窓史

⑳
　
李
学
勤

〔
一
九
九
八
〕
っ
〃
伯
道
内
司
徒
寺
栞
"
、
即
下
文

"
内
司
徒
寺
栞
"
、
当
為
伯

　

道
所
属
的
司
徒
。
他
与
豊
生

・
雍
毅
合
為
三
有
司
、
但
身
分
有
所
不
同
。
這
様
看
来
、

　

豊
生

・
雍
毅
恐
怕
也

不
是
朝
廷
的

膳
夫

・
司
空

、
而
是
邑
膳
夫

(
邑
宰
)
和
司
空
L
。

㊧

　
李
学
勤

〔
一
九
九

八
〕　

「
"
罘
"
用
法
同

ク
及
"
。
所

及
之

田
、
分
別
属

干
口
人

・
官

　

人

・
畢
人
和
葬
姜
、
均
為
個
人
」
。　

『
考
古
与
文
物
』

編
集
部

〔
一
九
九

八
〕

の
座
談

　

に
参
加
す

る
王
輝

・
周
暁
陸
氏
ら
も

こ
の
解
釈
を
共
有

し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
畢
人

・

　

官
人

・
糞
姜
ら
が
土
地

の
境
界

設
定
に
か
か
わ

る
こ
と
を
も

っ
て
、

こ
の
土
地

の
所
在

　

地

を
確
定
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

⑳
　
唐
蘭

〔
一
九
七
二
〕

に

「
分
田
的
事
、
率
領
者
是

旧
、
定
彊
界
的
是
宋
句
」
と
解
釈

　

す

る
の
に
従
う
べ
き

で
あ

る
。

㊧

　
　「
口
人

・
官
人

・
畢
人
」
と

い
う
表
記
は
、
あ
る
い
は
五
祀
衛
鼎
銘
の

「
荊
人
敢

・

　

井
人
倡
犀
」

に
類
す

る
も

の
か
も

し
れ
な

い
。

㊧
　
馬
承
源

〔
一
九
九

一
〕

に

「根
據
西
周
銅
器
銘
文
的
記
載
、
西
周
貴
族
在
転
移
土
地

　

的
估
有
権
或
使
用
権
的
時
候

、
通
常
要
踏
勘

一
次
四
界

、
実
地
把
土
地
的
範
嬲
正
式
確

　

定
下
来
。
這
種
踏
勘
地
界
的
行
為
為
就
叫
傲

『
履
』
」
と
あ
る
。
な
お
、
馬
氏
も
指
摘

し

　

て
い
る
よ
う

に
、
中
国

の
学
界

で
は
、
散

茂
盤

銘
に
み
え
る

「
眉
」
字
を

こ
の

「履
」

　

字

に
読

む
考

え
方
が
主
流

を
な
し

つ
つ
あ
る

(
た
と
え
ば
、
李
学
勤

〔
一
九
九
〇
〕

一

　

九
五
頁

な
ど
)
。
た
し
か
に
、
散
氏
盤
銘

の

「
眉
し

字
を

「履
し
字

に
読
む
可
能
性

は

　

考
慮

さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
散
氏
盤
銘
の

「
封
于
眉
道
し
と

い

　

う

一
文

に
み
え
る

「
眉
」

は
地
名

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

な
お
、
平
勢
隆
郎

〔
一
九

　

九
八
〕
・
同

〔
二
〇
〇

一
〕

は
、
散
氏
盤
銘

の

「
眉
」
字

を

「霊
的
威
圧

の
儀
礼
し

(
〔
二

　
〇
〇

一
〕
三

六
頁
)
と
解
釈
す

る
が
、　

「履
し
あ

る
い
は

「眉
」
字
が
み
え
る
他

の
青

　

銅
器
銘

に
も
、
中
国
学
界

で
の
学
説

の
存
在

に
も
言
及
し
な

い
。

⑳

　

こ
の
内
司
土
を
茜
司
土
と
読
む
考
え
方

も
あ
る
が
、

い
ず
れ

に
せ
よ
、

こ
の
官
名

は

　
司

土
に

「
内
」
な

い
し
は

「
茜
」
字

を
冠
し
た
も

の
で
あ
る
。

⑱

　
伯
道

(
道
)
が
贈
与

の
対
象
と
な
ら
な
い
理
由
は
よ
く

わ
か
ら
な

い
。

あ
る
い
は
、

　
伯
道
と

は
呉
罠
に
属
す

る
呉
伯
道
で
あ
り
、
呉
虎
と
同
族
ゆ
え

に
贈
与

の
対
象

か
ら

は

　
ず
れ

た
の
か
も
し
れ

な
い
。

⑱

　
膳
夫
豕
が
境
界
確
認

を
行
う

の
は
、
伊
藤
道
治

〔
一
九
八
七
〕
が
主
張
す

る
よ
う

に

　

(
一
六
八
頁
)
、

彼
が
王
命
を
伝
達
す

る
使
者
で
あ
る
か
ら

で
は
な

い
。

呉
虎
鼎
銘

で

　
境
界
確
認
を
行

っ
て
い
る

(
膳
夫
)
豊
生

・
(
司
工
)
雍
毅

・
伯
道

(
道
)

は
、

賜
与

　

儀
礼

の
段
階

か
ら

こ
の
案
件

に
あ
ず
か

っ
て
お
り
、
そ
れ
故

に
最
終
段
階
で

こ
の
土
地

　

の
境
界
確
認
を
行
う

の
で
あ

る
。
大
篁
銘

の
膳
夫
豕
も
ま
た
、
王
命

の
伝
達
と

い
う
か

　

た
ち
で
こ
の
土
地

の
賜
与
に
か
か
わ

っ
て
お
り
、
そ

の
関
与
ゆ
え
に
土
地

の
境
界
確
認

　

を
お

こ
な
い
、
大
か
ら
の
贈
与
を
受
け
る
の
で
あ

る
。

⑳
　
五
祀
衛
鼎
銘

「
す
な
わ
ち
参
有
司

鱒
司
土
邑
人
逋

・
司
馬
顕
人
邦

・
司
工
附
矩
、
内

　

史

の
友

た
る
寺
芻

に
命

じ
、
帥

い
て
裘
衛

の
属

の
田
四
田
を
履
ま
し
む
」

に
お
い
て
、

　

参
有
司
と
と
も
に

「内
史
友
」
が
登
場
す

る
の
は
、
土
地

に
か
か
わ
る
記
録
を
担
当

す

　

る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
膳
夫
克
靄
銘

「
隹
十
又
八
年
十
又

二
月
初
吉
庚
寅
、
王

　

在

周
康
穆
宮
、
王
命

尹
氏
友
史
瓰

、
典
膳
夫
克
田
人

(
こ
れ
十
又
八
年
十

又
二
月
初
吉

　

庚
寅
、
王
　

周
康
穆
宮

に
在
り
。

王
　
尹
氏

の
友

た
る
史
趨

に
命

じ
、
膳
夫
克

の
田
人

　

を
典

せ
し
む
)
」
　
(
四
四
六
五

・
皿
B
)

の

「
尹
氏
友
」

も
、

こ
れ

に
類
し
た
表
記
で

　

あ

ろ
う
。

⑳

松
井

〔
一
九

八
四
〕

の
表

で
は
、　

「紀

年
」
　

「原
因
」　

「作
器
」

の
項
目
が
あ

っ
た

　

が
、

こ
こ
で
は
省
略

し
た
。

ま
た
、
散
氏
盤
銘

に
の
み
記
録
が

あ
る

「
誓
」
　

「
授
図
」

　

の
項

目
も
省
略
し
た
。

⑫
　
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
、
そ
れ

に
伴
う

「取

り
分
」
を
得

て
い
た
の
で
あ
る
。

⑬
　

　コ
鬲
攸
从
鼎
説

"
「
王
在

周
康
宮

・
太
室
」
、
而
害
籃
説

"
「
王
在
犀
宮
」
、　

「犀
」
跟

　

「穉
」
是

一
個
字
、

通
作

「
夷
」
　
(《
詩
経

・
四
牡
》
　
「
周
道
倭
遅
」
、

韓
詩
作

「
威

　

夷
」
)
、

那
末
、　

「康
宮
」
裡
的

「
夷
太
室
」
、

也
就
是

「康
宮
」
裡

「夷
宮
」
的

「
太

　
室
」
」
　
(
一
二
五

頁
、

頁
数

は

『
唐
蘭
先
生
金
文
論
集
』

の
頁

数
)
。
　

コ
吊
攸
从
鼎
説

　

「
王
在
周
康
宮
穉
太
室
」
、
也
是
属
王
時
器
」
　
(
一
六
一
一頁
)
。

⑭

　
　
「現
在

「康
宮
」

裡
所
包
括
的
恰
恰
也
是
五
個
宮
、

即

「康
宮
」
・
「昭
宮
」
・
「穆

　
宮
」
・
「穉
宮
」
・
「刺
宮
」
、
正
巧
是
康
王

・
昭
王

・
穆

王

・
夷
王

・
属
王
五
個
人
」
(
一

　

二
六
頁
)
、　

「
克
鐘
説

「
王
在
周
康
刺
宮
」
、　

「
刺
」
字
金
文

一
般
作
為

「烈
」
字
用
、

　

「刺
祖
」
・
「
刺
考
」
就
是

「
烈
祖

」
・
「烈
考
」
、

…
…

「烈
」
字

与

「属
」
通
、

…
…

　

所
以

「剌
宮
」
就
是

「属
宮
」
、
跟

「昭
宮
」
・
「
穆
宮
」
・
「
犀
宮
」
等

一
様
、
「
属
宮
」

　
就
是
属
王
的
宗
廟
」
　
(
一
六
三
頁
)
。

ま
た
、
　
「
周
康

刺
宮
」

に
か
か
わ
る

論
争

に
つ

　

い
て
は
、
陳
邦
懐

〔
一
九
七

二
〕

を
参
照

の
こ
と
。

⑯

　
穆

暁
軍

〔
一
九
九

八
〕
に

「
又
銘
文
中
提

及

〃
申
刺
王
命
"
、
刺

王
指
周
属
王
、
能
鍍

　
申
属

王
之
命

者
、
唯
有
宣
王
。
宣

王
之
後
、
幽
王
在
位
不
足
十
八
年

、
平
王
時
既
已
東

　

遷
、
所
以
呉
虎
鼎
当
為
宣
王
時
器
」
と
述

べ
る

の
が
標
準
的
な
理
解

だ
ろ
う
。
平
勢
隆
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呉虎鼎銘考釈

　

郎

〔
一
九
九

六
〕
を
補

っ
た
平
勢
隆
郎

〔二
〇
〇

一
〕
は
、

こ
の
呉
虎
鼎
を
平
王
十
八

　

(前

七
五
三
)
年
に
か
け
る
が
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば

、
同

じ
く
平
王
期
と
判
断

し

　

て
い
る
號
季
子
白
盤
や
虎
籃
な
ど
と
と
も
に
、
何
故

に
こ
れ
ら
の
青
銅
器
が
陝
西
境
内

　

に
残

さ
れ
た
の
か
と

い

っ
た
問
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

⑳
　
呉
速
関
係
器

の
発
掘
報
告

・
釈
文

・
論
考
等

は

『
考
古
与
文
物
』

二
〇
〇
三
年
第
三

　

期
、

な
ら
び

に

『文
物
』

二
〇
〇
一二
年

第

六
期
に

掲
載

さ
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、

　

『文
物
』

二
〇
〇
三
年
第

六
期
は
呉
遼

関
係
器
特
集
号

の
観
を
呈

し
て
お
り
、
こ
の
発

　
見
が
学
界

に
も
た
ら
し
た
興
奮

の
大
き
さ
を
示
し
て
余

り
あ

る
。
ま
た
、
陝

西
省
文
物

　
局

・
中
華
世
紀
壇
芸
術
館

〔
二
〇
〇
三
〕
も
こ
の
器
群
を
招

介
し
て
い
る
。

⑰
　

こ
の
窖
穴

(
洞
)
は
、
縦
横
四

・
七
,×
二

・
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
七

メ
ー
ト
ル
以
上

　

の
竪
穴

の
底
南
壁

か
ら
掘
り
込

ま
れ
て
い
る
。
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
構
造

を
も

　

ち
、
青
銅
器
窖
蔵

の
目
的
や
意
味

を
考
え

る
う
え
で
も
重
要

な
発
見

で
あ
る
。
文
物
編

　
輯
部

〔
二
〇
〇

三
〕
に
参
加
す

る
李
伯
謙

・
張

懋
鎔

・
徐
天
進
等
が

こ
の
問
題

に
言
及

　

し
て
い
る
。

⑳
　
朱
鳳
瀚

・
張
栄

明

〔
一
九
九
八
〕　

「
西
周
諸
王
年
代
諸
説

一
覧
表
」　

(
四
三

二
頁
)

　

を
参
照

の
こ
と
。

⑲
　
夏
商
周
断
代
工
程
専
家
組

〔
二
〇
〇
〇
〕

に
よ
れ
ば
、
断
代

工
程
課
題

七

「西
周
列

　

王
的
年
代
学
研
究
」

の
専
題

に
は
、

五

「晋
侯
蘇
鐘
専
題
研
究
」
・
六

「
西
周
金
文
暦

　
譜
的
再
研
究
」
と

い

っ
た
課
題
が
並

ん
で
い
る
。

⑳

王
占
奎

〔
二
〇
〇

三
〕

に

「
更
為

重
要
的
是
、
由
干
四
十
二
年
逕
鼎
的
暦
日
不
合
于

　
伝
統
認
為
的
宣
王
四
十

二
年

(
B
C
七
八
六
)
而
合
于
共
和
以
来
的
四
十
二
年

(
B
C

　

八
〇
〇
)
、

為
宣
王
紀
年
起
自
共
和
元
年
的
観
点
提
供

了
重
要
的
証

据
」

と
あ
る
。　
こ

　

の
間
題

に
つ
い
て
は
、
す

で
に
王
占
奎

堂

九
九
六
〕
　

〔
二
〇
〇

二
〕

の
議
論
が
あ

っ

　

た
が
、
呉
虎
鼎
銘
の
出
現
を
承
け
た
張

培
瑜

・
周
暁
陸

〔
一
九
九

八
〕
も
ま
た

「無
共

　

和
元
年
、
共
和
執
政
在
宣
王
積
年
之
中
的
観
点
値
得
重
視
」
と

の
見

解

を

示

し
て
い

　

る
。

王
輝

〔
二
〇
〇

三
〕
も
逕
盤
銘
に
記
録
さ
れ

た
歴
代
周
王
に
か
か
わ

っ
て
、　

「
盤

　

銘
属

王
之
後
、
即
是

ク
天
子
"
、
亦
即

宣
王
、

井
未
提
到
共
和
。

這
大
概
可
以
理
解
為

　
属

王
奔
麁
之
後
、
雖
有

共
伯
和

ク
干
王
位

"
摂
王
政
之
事

、
但
拜
無
共
和
紀
年
」

と
述

　

べ
て

い
る
。
ま
た
逆

に
、
唐
蘭

〔
一
九
六
二
〕
な
ど

の
よ
う
に
、　

「
共
和
」
を
属

王
の

　
在
位
年
数

に
含
め
る
と

い
う
可
能
性

も
考

え
ら
れ

て
お
り
、
四
十

二
年
逕
鼎

・
四
十
三

　
年
遼
鼎
銘

の
紀
年

を
属

王

(
「
共
和
」
)

の
も

の
と
す
る
主
張

も
み
ら
れ

る
が
、
そ
の
場

　
合

、
た
と
え
ば

「
王
　
周

の
康
穆
宮

に
在

り
」

の

「
王
」
が
誰

を
指
し

て
い
る
の
か
と

　

い
う
問
題
が
生
じ
る

(『
文
物
』
編
輯
部

〔
二
〇
〇
三
〕
劉
懐
君
筆
談
参
照
)
。

⑳

「共
和
」
を
独
立
し
た
時
代
と
考
え
る
場
合

で
も
、
宣
王
の
即
位
年
が

『
史
記
』
記

　
載

の
前

八
二
七
年

よ
り
、

一
年
あ
る

い
は
二
年
遅
れ
る
の
で
は
な

い
か
と

い
う
可
能
性

　
も
考
え
ら
れ
て

い
る
。
朱
鳳
瀚

・
張
栄

明

〔
一
九
九
八
〕
所
収

の
夏
含
夷

「
西
周
諸
王

　
年
代
し
、
あ
る

い
は
平
勢
隆
郎

〔
一
九
九

六
〕
、
張
培
瑜

〔
二
〇
〇
三
〕
な
ど
を
参
照

の

　

こ
と
。

⑫

　
　『
考
古
与
文
物
』

編
集
部

〔
二
〇
〇
三
〕

王
占

奎
先
生
説

"
「
但
我
総
的
感
覚
是
、

　
現
在
要
把
西
周
列

王
年
問
題
解
決

了
、
還
為
時
過
早

、
等
更
多
的
四
要
素
倶
全
的
銅
器

　
出
土
、
也
許
従
中

可
以
将
現
在

難
以
論
定
的
問
題
解
決
了
、
然
後
才
能
進
行

擬
年
、
并

　
提
出
令
人
信
服
的

西
周
列
王
年
表
」
。

⑬

浅
原
達
郎

〔
一
九

八
六
〕
は
、
暦
譜
復
元

の
質
的

な
困
難
さ
を
指
摘

し
て
い
る
。

⑭

　
　
「据
此
等
器
物
為
中
心
以
推
証

它
器
、

其
人
名
事
跡

毎
有

一
貫
之
脈
絡
可
尋
。

得

　
此

、
更
就

文
字
之
体
例
、
文
辞
之
格
調
、
及
器
物
之
花
紋
形
式
以
参
験
之

、

一
時
代
之

　
器
大
抵
可
以
踪
跡

、
即
其
近
是
者
、
于
先
後
之
相
去
要

必
不
甚
遠
。
至
其
有
暦
朔
之
紀

　
載
者
、
亦
于
年
月

目
辰
間
之
相

互
関
係
、
求
其
合
与

不
合
、
然
此
僅
作
為
消
極
之
副
証

　
而
已
」
。

⑮

　
貝
塚
茂
樹

コ

九

四
六
〕

に

「
金
文

の
各
器
文
に
現
れ
る
共
通

の
人
名

・
地
名
或

は

　
史
実
な
ど
を
手
掛

り
と

し
て
、
若

干
個
ず

つ
の
金
文
を
群
と

し
て
取
り
扱

い
、
そ

の
群

　
中

の
年
代

の
明
瞭

な
金
文
を
標
準
と
し
て
群
全
体

の
金
文
の
年
代
を
決
定
し
よ
う
と
す

　

る
方
法
」
　
(
一
二
二
頁
、
頁
数

は

『
貝
塚
茂
樹
著
作
集
』
第

四
巻
所
収

の
頁
数
)
と
定

　
義
さ
れ

て
い
る
。

⑯
　
朱
鳳
瀚

・
張
栄
明

〔
一
九
九
八
〕　

「
西
周
諸
王
年
代
諸
説

一
覧
表
」　

(
四
三
二
頁
)

　

を
参
照

の
こ
と
。

⑰
　

と
も

に
、　

一
八
九
〇
年

に
陝

西
省
扶
風
県
法
門
寺
任
村

で
出
土
し
た
と

伝

え

ら
れ

　

る
。
林

巳
奈
夫

〔
一
九

八
四
〕
同
時
作

銘
青
銅
器
表

一
一
六
。

㊥
　
詢
籃

の
作
器
対
象

「文
祖
乙
伯

・
同
姫
」
と
師
詢
籃
の

「朕
刺
祖
乙
伯

・
同
益
姫
」

　

は
同

一
人
物
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
両
籃
銘
と
も
紀
年
を
銘
文
の
最
後

に
記

　

す
形
式

を
採
用
し
て
お
り
、
同

一
人
物

の
作
器

に
か
か
る
青
銅
器

で
あ

っ
た
と
判
断

で

　

き
る
。

⑲

表
で
は
省
略

し
た
が

、
呉
速
関
係
器
に
は
他

に
、
や
は
り
眉
県

で
発
見
さ
れ
た
速
鐘

95



窓史

　

(劉
懐
君

〔
一
九

八
七
〕
)
が
存
在

す
る
。

⑳

大
克
鼎
銘

「
王
　
宗

周
に
在

り
。
旦
、
王
　
穆
廟

に
格

り
、
位

に
即
く
」

に
も
、
宗

　

周

の
穆
廟
が
登
場
し
て
い
る
。

⑪
　
表

で
省
略
し
た
叔
向
父
禹
関
係
器
銘
を
加

え
て
も
、

こ
の
特
徴

に
か
わ
り
は
な
い
。

　

周

王
の
在
位
年
数

に

言
及
し
な
い
青
銅
器
銘
は

こ
れ
以

外
に
も

相
当
数

知
ら
れ
て

お

　

り
、

こ
の

「
武
公

・
叔
向
父
禹

・
鄂
侯

馭
方
」
青
銅
器
群

に
属
す

る
青
銅
器

銘
す

べ
て

　

が
周
王

の
在
位
年
数

に
言
及
し
な

い
こ
と
が
有
意
な
特
徴
で
あ

る
か
ど
う
か
は
よ
く
わ

　

か
ら
な

い
。

あ
る
い
は

「
共
和
」

の
問
題

に
か
か
わ
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な

　

い
。

⑫

　
小
雅

・
鹿
鳴
之
什

・
出
車

「
…
…

王
命
南
仲
、

往
城
于
方

、

出
車
彭
彭
、

族
旒
央

　

央
、
天
子
命
我
、
城
彼
朔
方

、

赫
赫
南
仲
、

儼
犹
予
襄

、

…
…
赫
赫
南
仲
、

薄

伐
西

　

戎
、

…
…
赫
赫
南
仲
、

儼

犹
于
夷
」
。　

『
漢
書
』
古
今
人
表
は
、

こ
の
南
仲
を
宣
王
期

　

の
人
物

と
す

る
。

⑬

　
小
雅

・
南
有
嘉
魚
之
什

・
六
月

「…
…
獵
犹
匪
茹
、
整
居
焦
穫

、
侵
鎬
及
方
、
至
干

　

潼
陽
、
織
文
鳥
章
、
白
旛
央
央
、
元
戎
十
乗

、
以
先
啓
行
、
戎
車
既
安
、
如
輊
如
軒

、

　

四
牡
既
佶

、
既
佶
如
且
閉
、
薄
伐
儼
犹
、

至
于
大
原
、

文
武
吉
甫

、

万
邦
為
憲
、

…

　

…
」
。　

『
今
本
竹
書
紀

年
』

は
、

こ
れ
を

宣
王
五
年

に
か
け
、　

「
五
年
夏

六
月
、
尹
吉

　
甫
帥
師
伐
儼
犹
、
至

于
大
原
」
と
記
し
て
い
る
。

⑭

　
小
雅

・
南
有
嘉
魚

之
什

・
采
.芭

「
…
…
蠢
爾
蛮
荊
、
大
邦
為

讎
、
方
叔
元
老
、
克
壮

　
其
猶
、
方
叔
率
止
、
執

訊
獲
醜
、
戎
車
暉
暉
、
暉
暉
惇
惇

、
如
霆
如
雷
、
顕
允
方
叔
、

　
征

伐
綴
犹
、
蛮
荊
来
威
偏
。

⑳

　
宣

王
期
標
準
器
群

に
属
す

る
圏
十
二
年
遼
鼎
銘

「
汝
隹
克
型
乃
先
祖
考
、
口
獺
犹
、

　
出
捷

于
井
阿
、
于
暦
口
し
も

ま
た
儼
犹
に
言
及
し
て
い
る
が

、
こ
れ
を

「
汝

こ
れ
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
つ
と

　

乃
が
先
祖
考

の
儼
犹
に
口

し
、
出

で
て
井
阿

に
、
暦
口
に
捷

つ
に
型
り
」
と
読

ん
だ
場

　
合

に
は
、
遼

の
先
祖
考

の
事
績
を
國
顧
す

る

一
文
と
な
り
、
時
代
を
確
定
す

る
史
料

に

　

な
ら
な
い
。
　
『後
漢
書
』
西
羌
伝
注

に
引

か
れ

る

『
竹
書
紀
年
』

の

「
夷
王
衰
弱
、
荒

　
服

不
朝
、
乃
命
公
率

六
師
、
伐
太
原
之
戎
、
至
于
兪
泉

、
獲
馬
千
匹
」　

「属

王
無
道
、

　
戎
狄

冦
掠
、
乃
入
犬
丘

、
殺
秦
伸
之
族
。

王
命
伐
戎
、
不
克
」
　

「及
宣
王
立
、
四
年
、

　
使
秦
仲
伐
戎
、
為
戎
所
殺
。
王
乃
召
秦
仲
子
荘
公
、
与
兵
七
千
人

、
伐
戎
破
之

、
由
是

　
少
却
し
と

い

っ
た
記
事
も
、
王
朝
秩
序

の
動
揺
が
長
期
に
わ
た

っ
て
い
た

こ
と
を
示
唆

　

し
て
い
る
だ
ろ
う
。

＄

　
周
王
朝
創
建
を
歌
う

「
説
話
詩
」
や
古
伝
承
を
も

つ
世
族

の

「
伝
承
詩
」
が
西
周
後

　

期
、
宣
王
期
あ

た
り

に
成
立

し
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
白
川
静

〔
一
九
八

一
〕
第

八
章

　

「雅
頌
詩
篇

の
展
開
」

一
一
「
大
雅
詩
篇

の
展
開
」
を
参
照
の
こ
と
。

⑰

　
た
と
え
ば
、
夏
商
周
断
代

工
程
専

家
組

〔
二
〇
〇
〇
〕
　

「夏
商
周
年
表
」
　
(
八
六
～

　

八
頁
)
は
、
三
組
各

二
王
の
在
位
年
数

に

つ
い
て
、
昭
王
十
九
年

・
穆
王
五
五
年
、
共

　

王
二
三
年

・
懿
王
八
年

、
孝
王
六
年

・
夷

王
八
年
と

い
う
数
値
を
提

示
し
て
い
る
。
歴

　

代
周
王
の
在
位
年
数

を
め
ぐ
る
諸
説

に

つ
い
て
は

朱
鳳
瀚

・
張
栄
明

〔
一
九
九

八
〕

　

「
西
周
諸
王
年
代
諸
説

一
覧
表
」
　
(
四
三
二
頁
)
を
参
照
さ
れ
た

い
が

、
そ

こ
に
挙
げ

　

ら
れ
た
い
ず
れ
の
説

を
採

る
に
せ
よ
、
三
組
各

二
王
と
呉
逕

の
祖

先

一
人

を
対
応
さ
せ

　

る
系
譜

は

「
き
れ
い
」
す
ぎ

る
。

㊥

速
盤
銘

に
記
さ
れ
た
歴
代
周
王
の
事
績
を
列
挙
す

れ
ば
、
文
王
、
武

王

(撻
殷
、
膺

　

受
天
魯
命
、
匍
有

四
方
)
、
成
王

(方
狄
不
享
、
用
奠
四
国

・
万
邦
)
、
康

王

(
方
懐
不

　

廷
)
、

昭
王

・
穆

王

(
延
政
四
方

、
撲
伐
楚
荊

)
と
な

る
が
、

そ
れ
以
下

の
共
王

・
懿

　

王
、
孝
王

・
夷
王
の
事
績

に
つ
い
て
は
何

の
言
及
も

な
く
、
た
だ
二
王
が
組
み
合
わ
さ

　
れ

て
い
る
だ
け
と

い
う
印

象
を
受
け

る
。
ち
な
み
に
こ
れ
は
、
共
王

・
懿
王

・
孝

王

・

　
夷

王
に
つ
い
て
の
文
献
史
料

の
相
対
的
少
な
さ
に
も
対
応
し
て

い
る
だ

ろ
う
。

⑲

た
と
え
ば
、
王
建
新

〔
一
九

八
八
〕
は
、
　
「昭
穆
」
は

「朝
暮
」

の
意
味
で
あ
り
、

　
世
代
交
替

は
朝

日
夕

日

・
昼
夜

・
陰
陽
な
ど

の
交
替

・
変
化
に
通

じ
る
と
す
る
。

⑳
　
劉
懐
君

・
辛
恰
華

・
劉
棟

〔
二
〇
〇
三
〕

に
も
、
同
様

の
指
摘
が
あ

る
。

⑪

　
戎
生
鐘

の
発
見

に
よ

っ
て
、
従
来
、
戦
国
期
と
さ
れ
て

い
た

『
穆
天
子
伝
』

の
成
立

　
時
期
が

春
秋
前
期

に
ま
で

遡
り
う

る
可
能
性
が
議
論
さ
れ

は
じ
め
て

い
る
。

李
学
勤

　

〔
一
九
九
九
〕
を
参
照
の
こ
と
。

⑫

　
西
周
期
官
制

の

「
復
元
」

を
試
み
る

木
村
秀
海

〔
一
九
八
五
〕

や
張

亜
初

・
劉
雨

　

〔
一
九
八
六
〕
な
ど

に
お

い
て
も
、
卿
事
寮

・
大
史
寮
に
は
諸
官

を
統
轄
す
る
地
位
が

　
与
え
ら
れ
て
い
る
。

⑳

禹
鼎
銘
に
記
録
さ
れ
た
鄂
侯
馭
方
征
討

で
は
、
武
公

の
戎
車
百
乗

・
馭

二
百

・
徒
千

　
が
動
員
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
師
訴
父

(
伯
訴
父
)

は
、

師
默
籃
銘

(
四
三

一
一
)

に

　

「
伯
懸
父
若

日
」

と

い

っ
た
、

周
王
に

匹
敵
す

る
表
現
を

と
も
な

っ
て

登
場
し
て
い

　
る
。
番
生
籃
銘

(
四
三
二
六

・
皿
A
)

に
も

「
王
命
、

覯
司
公
族

・
卿
事

・
大
史
寮

　

(
王
命
ず
、

公
族

・
卿
事

・
大
史
寮

を
概
司
し
)
」
と

い
う
記
述
が
あ
る
よ
う

に
、

こ

　

の
時
期

に
は
特
定

の
人
物

へ
の
権
力
集
中
が
観
察

で
き
る
よ
う
に
な

る
。
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呉虎鼎銘考釈

⑭

　

『
詩
経
』
小
雅

・
節
南
山
之
什

・
十
月
之
交

に

「
皇
父
卿
士
、
番
維
司
徒
、
家
伯
維

　
宰

、
仲
允
膳
夫
、
聚
子
内
史
、
蹶
維
趣
馬

、
橋
維
師
氏
」
と
当
時

の

「
執
政
者
」

の
名

　
が
列
挙
さ
れ
て

い
る
。
十
月
之
交

成
立
の
時
期

に
つ
い
て
は
、
そ

こ
に
記

さ
れ
た
日
食

　

の
同
定
な
ど
異
論
も
多

い
が

(斉
藤
国
治

・
小
沢
賢

二

〔
一
九
九

二
〕
)
、
仮

に
こ
れ
を

　

西
周
末
期

の
も

の
と
考

え
て
も
、
卿
士
皇
父

の
権
力
は
他

の
者

を
圧
倒
し
て

い
る
。

⑳

松
井

〔
二
〇
〇

二
〕
第
皿
部
第

二
章

「分
節
す

る
氏
族
」

に
示
し
た

「井

に
か
か
わ

　

る
称
謂
」
表

(
一二

六
～
八
頁
)
参
照
。

歯

　
　『
考
古
与
文
物
』

編
輯
部

〔
一
九
九
八
〕

曹
璋

"
「
自
共
王
之
後

、
王
冊

封
大
臣
的

　
銅
器
、

句
式
已
経
格
式
化
。

大
致
有
物

(服

・
飾

・
族

・
兵
器

・
圭
讃
等
)
・
人
和
土

　

田
。
較
為
常

見
的
是
第

一
類
和
第
二
類
。
第
三
類
僅
見
大
克
鼎
、
其
銘
日
、
…
…
、
除

　
大
克
鼎
之
外
就
是
呉
虎
鼎
了
。
不
賜
土
、
説
明
当
時
無

土
可
賜
、
或
可
賜
土
極
少
。
至

　
宣

王
又
錫
土
則
反
映
了
国
人
暴
動
後

、

一
部
分
貴
族
逃
離

王
畿
之
地
、
至
宣
王
時

、
将

　
這
部
分
土
地
通
過

ク
王

錫
"

的

秩

序
、

賜
給
這
些
貴

族
的
後
代
或
是
其
他
有
功
的
貴

　
族
、
呉
虎
当
是
其
中

一
人
。
大
概
反
映
了

ク
宣
王
中
興
"
」
。

参
考
文
献

浅
原
達
郎

伊
藤
道
治

王
輝

王
建
新

一
九
八
六

一
九
八
七

二
〇
〇
三

一
九
八
八

王
世
民

・
陳
公
柔

・
張
長
寿
　

一
九
九
九

王
占
奎

王
占
奎

一
九
九
六

二
〇
〇
二

「西
周
金
文
と
暦
」
(『東
方
学
報
』
京
都

第
五
八
冊
)

『申
国
古
代
国
家
の
支
配
構
造
ー
西
周
封
建

制
と
金
文
』　
(中
央
公
論
社
)

「邃
盤
銘
文
箋
釈
」
(『考
古
与
文
物
』
二
〇

〇
三
年
第
三
期
)

「中
国
先
秦
昭
穆
制
に
つ
い
て
」
(『泉
屋
博

古
館
紀
要
』
第
五
巻
)

『
西
周
青
銅
器
分
期
断
代
研
究
』　
(文
物
出

版
社
)

「周
宣
王
紀
年
与
臣
献
侯
墓
考
弁
」
(『中
国

文
物
報
』
一
九
九
六
年
七
月
七
日
)

「再
論
共
和
紀
年
問
題
…
附
論
僖
侯
対
与
司

徒
的
関
係
し
(『晋
侯
墓
地
出
土
青
銅
器
国
際

学
術
研
討
会
論
文
集
』、
上
海
書
画
出
版
社
)

王
占
奎

汪
中
文

王
長
啓

貝
塚
茂
樹

二
〇
〇
三

一
九
九
九

一
九
九
〇

一
九
四
六

夏
商
周
断
代
工
程
専
家
組
　
　
二
〇
〇
〇

木
村
秀
海

『考
古
与
文
物
』
編
輯
部

一
九
八
五

一
九
九
八

『考
古
与
文
物
』
編
集
部
　
　
二
〇
〇
三

崔
慶
明

斉
藤

国
治

・
小
沢
賢

二

周
暁
陸

・
穆
暁
軍

朱
鳳
瀚

・
張
栄
明

白
廻
静

一
九
八
四

一
九
九

二

一
九
九
八

一
九
九
八

一
九
八

一

陝
西
省
文
物
局

・
中
華
世
紀
　
二
〇
〇
三

「西
周
列
王
紀
年
擬
測
し
(『考
古
与
文
物
』

二
〇
〇
三
年
第
三
期
)

『西
周
冊
命
金
文
所
見
官
制
研
究
』　
(国
立

編
訳
館
)

「西
安
市
文
物
中
心
収
蔵
的
商
周
青
銅
器
」

(『考
古
与
文
物
』

一
九
九
〇
年
第
五
期
)

『中
国
古
代
史
学
の
発
展
』　
(弘
文
堂
。
の

ち

『貝
塚
茂
樹
著
作
集
』
第
四
巻
、
中
央
公

論
社
、
一
九
七
七
に
再
録
)

『夏
商
周
断
代
工
程
　

一
九
九
六
-
二
〇
〇

〇
年
階
段
成
果
報
告

・
簡
本
』　
(世
界
図
書

出
版
公
司
)

「西
周
官
制
の
基
本
構
造
」
(『史
学
雑
誌
』

第
九
四
編
第
一
号
)

「呉
虎
鼎
銘
座
談
紀
要
」
(『考
古
与
文
物
』

一
九
九
八
年
第
三
期
)

「宝
鶏
眉
県
楊
家
村
窖
蔵
単
氏
家
族
青
銅
器

群
座
談
紀
要
」
(『考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
三

年
第
三
期
)

「南
陽
市
北
郊
出
土
一
批
申
国
青
銅
器
」

(『中
原
文
物
』

一
九
八
四
年
第
四
期
)

『中
国
古
代
の
天
文
記
録
の
検
証
』　
(雄
山

閣
)「呉
虎
鼎
銘
録
」
(『考
古
与
文
物
』
一
九
九

八
年
第
三
期
)

『
西
周
諸
王
年
代
研
究
』　
(貴
州
人
罠
出
版

社
)『詩
経
研
究
通
論
篇
』　
(朋
友
書
店
。
の
ち

『白
川
静
著
作
集
』
第
十
巻
、
平
凡
社
、
二

〇
〇
〇
に
再
録
)

『盛
世
吉
金
ー
陝
西
宝
鶏
県
青
銅
器
窖
蔵
』
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史 窓

　
壇
芸
術
館

張
亜
初

・
劉
雨

張
暁
軍

・
尹
俊
敏

張
培
瑜

張
培
瑜
・
周
暁
陸

陳
佩
芬

陳
邦
懐

唐
蘭

唐
蘭

馬
承
源

林
巳
奈
夫

林
巳
奈
夫

平
勢
隆
郎

平
勢
隆
郎

一
九
八

六

一
九
九

二

二
〇
〇
三

一
九
九
八

二
〇
〇
〇

一
九
七

二

一
九

六
二

一
九
七

二

一
九
九

一

一
九
八
三

一
九
八

四

一
九
九

六

一
九
九
八

(北
京
出
版
社
)

『
西
周
金
文
官
制
研
究
』
　
(中
華
書
局
)

「談
与

〃
申
"
有
関
的
幾
個
問
題
」
(
『
中
原

文
物
』

一
九
九

二
年
第

二
期
)

「逕
鼎
的
月
相
紀
日
和
西

周

年

代
」　

(
『文

物

』
二
〇
〇
一二
年
一題
六
期
)

「呉
虎
鼎
銘
紀
時
討
論
」

(『
考
古
与
文
物
』

一
九
九

八
年
第
三
期
)

「新
獲
両
周
青
銅
器
」
　

(『
上
海

博

物

館
集

刊
』
第

八
期
)

「克
鋳
簡
介
」
(
『
文
物
』

一
九
七

二
年
第

六

期
)
「
西
周
銅
器
断
代

中

的

『
康

宮
』

問

題
」

(
『考
古
学
報
』

一
九

六
二
年
第

一
期
。

の

ち

『
唐
蘭
先
生
金
文
論
集
』
、

紫

禁

城

出
版

社

、

一
九
九
五

に
再
録
)
。

「《
永
孟
銘
文
解
釈
》
的

一
些
補

充
ー
井
答

読
者
来
信
」
(
『
文
物
』

一
九
七

二
年
第

十

一

期
。　
の
ち

『唐
蘭
先
生
金
文
論
集
』
、

紫
禁

城

出
版
社
、

一
九
九
五
に
再
録
)

「
西
周
銅
器
銘
文
中
的

『
履
ヒ
　

(
『
甲
骨
文

与

殷
商
史
』
第
三
輯
)

「
殷
-
春
秋
前
期
金
文

の
書
式
と
常
用
語
句

の
時
代
的
変
遷
し

(『
東
方
学
報
』
京
都
　
第

五
五
冊
)

『
殷
周
時
代
青
銅
器

の
研
究
i
殷
周
時
代
青

銅
器
綜
覧

一
』
　
(
吉
川
弘
文
館
)

『
中
国
古
代
紀
年

の
研
究
ー
天
文
と
暦
の
検

討

か
ら
』
　
(
汲
古
書
院
)

「
殷
周
時
代

の
王
と
諸
侯
」
(
『
岩
波
講
座

世
界
歴
史
』
三
、
岩
波
書
店
)

平
勢
隆
郎

『文
物
』
編
輯
部

穆
暁
軍

松
井
嘉
徳

松
井
嘉
徳

楊
寛

李
学
勤

李
学
勤

李
学
勤

李
学
勤

劉
懐
君

劉
懐
君

・
辛
怡
華
・
劉
棟

二
〇
〇

一

二
〇
〇
三

一
九
九
八

一
九
八
四

二
〇
〇
二

一
九
八
四

一
九
九
〇

一
九
九
八

一
九
九
九

二
〇
〇
三

一
九
八
七

二
〇
〇
三

『
よ
み
が

え
る
文
字

と
呪
術

の
帝
国
』
　
(中

央
公
論
新
社
)

「陝

西
眉
県
出
土
窖
蔵
青
銅
器
筆
談
し

(『
文

物
』

二
〇
〇
一二
年
餓
工
ハ
齟
酬)

「陝

西
長
安
県
出
土
西
周
呉
虎
鼎
」

(
『考
古

与
文
物
』

一
九
九
八
年
第
三
期
)

「
西
周
土
地
移
譲
金
文

の

一
考
察
」

(
『東
洋

史
研
究
』
第
四
三
巻
第

一
号
)

『周
代
国
制

の
研
究
』
　
(汲
古
書
院
)

「西
周
中
央
政
権
機

構

剖

析
」　

(
『歴
史
研

究
』

一
九
八
四
年

第

一
期
。

の

ち

『
西
周

史
』
、

台
湾
商
務
印
書
館
、　

一
九
九
九

に
再

録
)
『
中
国
古
代
漢
字

学

の
第

一
歩
』
　
(
原

題

『
古
文
字

学
初
階
』
、

小
幡
敏
行
訳

、

凱
風

社
)
「
呉
虎
鼎
考
釈
-
夏
商
周
断
代

工
程
考
古
学

筆
記
」
(
『
考
古
与
文
物
』

一
九
九
八
年
第
三

期
。

の
ち

『
夏
商
周
年
代
学
札
記
』
、

遼
寧

大
学
出
版
社
、

一
九
九
九
に
再
録
)

「
戎
生
編
鐘
論
釈
」
(
『
文
物
』

一
九
九
九
年

第
九
期
)

「
眉
県
楊
家
村
薪
出
青
銅

器

研

究
」
　
(
『
文

物
』

二
〇
〇
三
年
第

六
期
)

「
眉
県
出
土

一
批
西
周

窖

蔵

青

銅

楽

器
」

(
『
文
博
』

一
九

八
七
年
第

二
期
)

「
四
十

ご
年

・
四
十
三
年
逕
鼎

銘
文
試
釈
」

(
『
文
物
』

二
〇
〇
一ご
年
第
亠ハ
　期
)
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